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縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

　
　
　
　
－
内
済
示
談
の
事
例
を
中
心
に
i

田

中

実

一
　
序
説

二
　
上
州
満
徳
寺
の
由
来

三
　
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能

四
　
内
済
示
談
の
事
例

五
　
結
語

　
あ
と
が
き

序

説

　
一
．
わ
が
国
に
お
い
て
、
縁
切
寺
と
し
て
著
名
な
も
の
は
、
鎌
倉
東
慶
寺
と
上
州
満
徳
寺
と
の
二
つ
述
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
東
慶
寺
に
つ
い
て

は
、
既
に
た
い
へ
ん
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
満
徳
寺
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
あ
ま
り
行
届
い
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
満
徳
寺
関
係
で
、
ま
と
ま
つ
た
研
究
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
故
穂
積
重
遠
博
士
・
「
離
縁
状
と
縁
切
寺
」
と
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
五
十
嵐
富

　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ら
　
　
　
（
三
二
一
）

一



　
　
　
縁
切
寺
ど
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
　
　
　
（
三
二
二
）

夫
氏
・
「
縁
切
寺
の
研
究
」
と
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
．

　
前
者
は
、
原
資
料
を
相
当
に
詳
し
く
引
用
し
て
、
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能
の
大
要
を
巧
み
に
浮
び
上
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
絶
版
に
な

つ
て
久
し
く
、
今
日
で
は
、
古
本
市
場
で
も
容
易
に
入
手
し
難
い
。
後
者
は
、
縁
切
寺
と
し
て
の
面
ば
か
り
で
な
く
、
寺
の
経
済
や
興
亡
の
歴
史

に
ま
で
説
き
及
ん
で
↓
満
徳
寺
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
、
資
料
を
か
な
り
カ
ッ
ト
し
て
使
つ
て
お

り
、
ま
た
縁
切
寺
と
し
て
の
満
徳
寺
の
性
格
づ
け
に
つ
い
て
、
格
別
の
新
し
い
検
討
が
加
え
ら
れ
た
跡
は
み
ら
れ
ず
、
ど
う
し
て
も
物
足
り
な
い

感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
度
の
機
会
に
、
私
自
身
が
満
徳
寺
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
た
と
こ
ろ
を
公
表
し
て
み
た
い
と
思
う
。
も
つ
と
も
、
法
史
を
専

門
と
し
な
い
私
に
と
つ
て
、
古
い
記
録
や
文
書
は
、
な
か
な
か
に
扱
い
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
資
料
の
取
扱
い
方
に
、
あ
る
い
は

誤
つ
て
い
る
と
こ
ろ
も
絶
無
で
は
あ
る
ま
い
。
ず
い
ぶ
ん
努
め
た
つ
も
り
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
．
ど
う
し
て
も
判
読
で
き
な
い
個
所
も
、
い
く
つ

か
出
て
き
て
し
ま
つ
た
．
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
識
者
の
ご
示
教
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸
，
い
で
あ
る
。

　
二
　
満
徳
寺
は
、
明
治
五
年
に
廃
寺
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
後
の
住
職
・
第
一
二
世
智
本
尼
が
還
俗
し
て
、
中
興
開
山
と
い
わ
れ
る

俊
澄
尼
の
俗
姓
「
浅
井
」
を
用
い
て
浅
井
氏
と
名
乗
つ
た
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
当
時
の
寺
役
人
・
鈴
木
小
兵

衛
の
子
が
そ
の
養
子
と
な
つ
た
が
、
こ
の
人
が
穂
積
博
士
に
実
情
を
語
つ
て
研
究
の
便
宜
を
提
供
さ
れ
た
浅
井
鉄
五
郎
氏
で
あ
る
。

　
現
在
、
こ
の
浅
井
鉄
五
郎
氏
の
曽
孫
に
当
ら
れ
る
歯
科
医
・
川
越
氏
（
境
町
在
住
）
の
手
許
に
、
満
徳
寺
関
係
の
古
文
書
類
の
資
料
が
残
さ
れ

て
い
る
。
調
査
の
た
め
に
私
が
伺
つ
た
と
き
は
、
先
代
の
川
越
康
雄
氏
が
ま
だ
ご
存
命
中
で
、
中
風
に
か
か
ら
れ
た
不
自
由
な
身
体
を
わ
ざ
わ
ざ

運
ん
で
こ
ら
れ
、
そ
の
昔
、
穂
積
博
士
が
人
力
車
に
乗
つ
て
出
向
か
れ
た
と
き
の
思
い
出
話
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
つ
た
。

　
三
　
満
徳
寺
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
、
石
井
良
助
教
授
は
、
穂
積
博
士
に
よ
る
調
査
の
後
に
散
逸
し
て
し
ま
つ
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ

　
（
1
）

る
が
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
何
か
の
誤
解
か
と
思
わ
れ
る
。



　
川
越
氏
方
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
穂
積
簿
士
の
ほ
か
、
前
記
の
五
十
嵐
氏
や
、
か
く
れ
た
篤
志
の
研
究
者
で
い
ら
れ
る
弁
護
士
．
上
田

四
郎
氏
（
富
岡
市
在
住
）
等
し
か
調
査
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
貴
重
な
も
の
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
で
、
同
氏
方
で
は
む
し
ろ
若
干
の
迷
惑

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
風
で
も
あ
つ
た
。

　
た
だ
、
私
の
見
た
限
り
で
も
、
か
つ
て
穂
積
博
士
の
引
用
さ
れ
た
資
料
で
、
既
に
行
方
不
明
に
癒
つ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
や
は
り
し
だ
い
に

散
逸
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
群
馬
県
の
文
化
財
保
護
委
員
会
や
境
町
当
局
に
よ
つ
て
多
少
の
施
策
は
出
さ
れ
て
い
る

由
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
形
で
資
料
の
保
存
を
は
か
る
よ
う
、
な
る
べ
く
積
極
的
な
方
法
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
穂
積
博
士
や

五
十
嵐
氏
の
研
究
の
な
か
に
多
く
の
資
料
が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
煩
を
い
と
わ
ず
、
私
が
本
稿
に
な
る
べ
く
完
全
な
形
で
資
料
を

引
用
す
る
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
資
料
を
活
字
で
保
存
し
て
お
き
た
い
か
ら
で
も
あ
る
。

　
満
徳
寺
関
係
の
資
料
と
し
て
は
西
右
の
川
越
氏
の
保
管
に
か
か
る
古
文
書
類
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
上
田
弁
護
士
・
金

子
規
短
雄
氏
（
群
馬
県
文
化
財
専
門
委
員
）
等
の
集
め
ら
れ
た
も
の
や
、
松
井
巴
町
の
関
根
平
蔵
氏
宅
（
通
称
「
お
東
さ
ま
」
）
π
伝
わ
る
も
の
な
ど
も

あ
る
。
可
能
な
限
り
、
本
稿
に
引
用
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
方
々
か
ら
は
、
貴
重
な
資
料
の
利
用
を
許
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
適
切

な
ご
注
意
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
研
究
に
あ
た
つ
て
は
、
も
と
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
し
て
い
た
学
生
・
岩
崎
昭
君
（
現
在
、
新
電
元
株
式
会
社
勤
務
）
の
貴

重
な
協
力
を
得
た
ほ
か
、
と
く
に
本
稿
の
執
筆
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
筆
写
や
整
理
の
た
め
に
、
戸
板
女
子
短
大
講
師
の
名
取
永
子
さ
ん
が
た
い

へ
ん
有
益
な
努
力
を
し
て
く
だ
さ
つ
た
。
そ
れ
が
な
か
つ
た
ら
、
こ
の
夏
以
来
の
学
園
紛
争
の
最
中
に
本
稿
を
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
特
記
し
て
、
あ
つ
く
謝
意
を
表
す
る
。

　
（
1
）
　
石
井
良
助
・
『
江
戸
の
離
婚
』
三
頁
参
照
。

縁
切
寺
と
し
て
の
、
上
州
満
徳
寺

一
㌔
三

み
三
二
竃
）



縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

学
四

（
三
二
四
y

二
上
州
満
徳
寺
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
壮
）

　
四
　
江
戸
時
代
の
婚
姻
史
な
い
し
離
婚
史
と
縁
切
寺
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
別
に
専
門
家
の
研
究
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
述
べ
な
い
．

　
満
徳
寺
は
、
関
係
資
料
に
よ
る
と
、
し
ば
し
ば
「
時
宗
一
本
寺
尼
寺
御
所
満
徳
寺
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
本
寺
と
い
う
の
は
、
独
立
し
た
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
い
う
意
味
で
、
し
た
が
つ
て
満
徳
寺
に
は
、
本
山
も
な
け
れ
ぽ
、
末
寺
も
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
御
所
と
い
う
尊
称
を
用
い
て
い
る
の

は
、
徳
川
将
軍
の
太
祖
義
季
公
の
姫
君
の
創
建
に
か
か
る
と
い
う
由
来
と
寺
格
の
高
さ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
，
時
に
は
、
「
徳
川
山
満
徳
寺
」

と
か
「
御
位
牌
所
徳
川
満
徳
寺
」
と
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
（
1
）
　
石
井
・
前
掲
書
の
ほ
か
、
「
縁
切
寺
－
東
慶
寺
の
場
合
曾
」
（
法
協
七
六
巻
四
号
、
七
七
巻
二
号
、
四
号
）
、
『
江
戸
時
代
漫
筆
』
等
参
照
。

　
（
2
）
　
五
十
嵐
・
前
掲
二
三
－
二
四
頁
参
照
。

　
五
　
満
徳
寺
の
ぞ
く
し
て
い
る
「
時
宗
」
と
い
う
の
は
、
建
沿
二
年
（
一
二
七
六
年
）
、
浄
土
宗
の
流
れ
を
受
け
た
智
真
（
一
遍
、
二
…
九
ー

一
二
八
九
年
）
に
よ
つ
て
開
か
れ
た
一
宗
派
で
あ
る
。
そ
の
宗
義
は
、
浄
土
三
部
経
の
な
か
の
、
特
に
阿
弥
陀
経
に
よ
つ
て
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

同
経
の
「
臨
命
終
時
」
の
文
に
よ
り
、
平
生
を
臨
終
と
心
得
て
念
仏
す
る
と
い
う
宗
旨
に
も
と
づ
い
て
「
時
宗
」
の
名
が
出
て
い
る
。

　
開
祖
の
行
跡
に
な
ら
つ
て
、
．
全
国
を
集
団
的
に
遊
行
し
布
教
す
る
の
で
、
別
名
「
遊
行
宗
」
と
も
よ
ば
れ
る
。
智
真
の
亡
く
な
つ
た
の
ち
、
第

二
世
他
阿
が
宗
規
を
確
立
し
、
第
五
世
安
国
の
と
き
に
、
神
奈
川
県
藤
沢
の
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
を
も
つ
て
時
宗
の
本
山
と
し
た
が
、
こ
の
こ

と
か
ら
、
の
ち
に
な
つ
て
満
徳
寺
が
清
浄
光
寺
の
末
寺
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
が
生
ま
れ
た
ら
し
い
。

　
寛
永
一
〇
年
（
エ
ハ
三
三
年
）
お
よ
び
延
享
三
年
（
一
七
四
六
年
）
に
行
な
わ
れ
た
諸
宗
の
本
末
改
め
に
際
し
て
、
清
浄
光
寺
で
出
さ
れ
た
末
寺

帳
に
、
満
徳
寺
を
も
つ
て
清
浄
光
寺
の
末
寺
で
あ
る
と
す
る
記
載
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ヒ
の
点
に
つ
い
て
は
、
満
徳
寺
側
よ
り
寺
社
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
調
査
方
を
申
立
て
、
け
つ
き
よ
く
満
徳
寺
が
清
浄
光
寺
の
末
寺
に
ぞ
く
さ
ぬ
一
本
寺
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。



（
3
）
　
五
十
嵐
・
前
掲
二
三
－
二
五
頁
参
照
．

　
六
　
現
存
の
資
料
で
、
縁
切
寺
と
し
て
の
満
徳
寺
の
由
来
を
知
る
に
は
、

る
の
が
、
最
も
便
宜
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
化
五
年
（
一
八
○
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
出
さ
れ
た
寺
法
申
立
書
に
よ
つ
て
み

　
　
上
州
徳
川
満
徳
寺
寺
之
法
之
儀
に
付
書
付

　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

一
、
尼
寺
御
所
徳
川
満
徳
寺
の
儀
は
御
当
家
御
先
祖
様
重
御
由
緒
被
為
在
候
に
付
天
正
十
九
年
卯
年
十
一
月
東
照
宮
様
御
直
筆
御
書
判
を
以
徳
川
郷
之
内
高
百
石

如
先
規
御
寄
附
被
成
下
候
満
徳
寺
開
山
浄
念
尼
公
浄
院
尼
公
と
奉
申
候
は
徳
川
義
季
公
御
姫
君
義
姫
君
と
奉
申
候
御
発
心
被
遊
候
而
浄
念
尼
公
と
奉
申
候
浄
院
尼

公
は
義
季
公
御
子
新
田
頼
氏
公
御
姫
君
義
御
前
と
奉
申
御
発
心
之
後
浄
院
尼
公
と
奉
申
候
依
之
中
興
開
山
前
迄
は
新
田
家
よ
り
代
々
相
続
御
座
侯
且
尼
寺
欠
入
離

縁
由
緒
之
儀
は
開
山
よ
り
寺
法
に
御
座
候
而
中
興
前
迄
は
欠
入
候
女
尼
に
相
成
候
然
ル
処
乍
恐
台
徳
院
様
御
姫
君
大
阪
従
御
城
満
徳
寺
江
御
入
院
被
為
遊
御
離
縁

之
御
趣
意
相
立
本
多
家
江
御
再
縁
被
為
遊
候
尤
御
法
号
天
樹
院
と
御
附
被
為
遊
候
則
御
姫
君
様
為
御
替
刑
部
局
江
御
住
職
被
仰
付
中
興
開
山
俊
澄
上
人
と
改
名
其

御
由
緒
を
以
従
御
城
住
職
三
代
御
相
続
に
御
座
候
依
之
欠
入
之
女
離
縁
之
願
為
寺
役
任
古
例
今
に
至
り
候
而
も
其
例
相
済
来
り
候
欠
入
女
三
箇
年
入
寺
禁
足
相
慎

候
上
髪
を
切
夫
方
江
遣
し
離
縁
状
請
取
候
儀
は
開
山
よ
り
元
寺
法
に
御
座
候
離
縁
之
上
他
江
嫁
候
儀
は
天
樹
院
様
之
御
例
を
以
再
縁
致
来
候
寺
院
之
儀
は
一
年
寛

永
十
二
丙
子
年
御
建
立
以
来
永
代
御
修
復
所
に
被
為
仰
付
束
之
丸
様
御
束
礼
に
而
奉
造
立
大
伽
藍
天
樹
院
様
為
二
世
安
楽
御
也
仇
源
氏
家
光
三
代
将
軍
御
代
上
野

国
勢
田
郡
満
徳
寺
大
願
成
就
所
と
御
座
候
大
猷
院
様
よ
り
も
御
金
御
畳
並
御
道
具
と
も
拝
領
仕
候
其
節
御
船
手
向
井
将
監
殿
江
被
仰
付
候
殊
更
御
代
々
様
御
尊
牌

被
遊
御
預
尤
近
代
は
御
金
子
拝
領
奉
造
立
候
住
持
自
身
朝
暮
御
回
向
奉
申
上
候
檀
家
沢
而
無
御
座
全
御
回
向
並
離
縁
寺
役
に
勤
来
候
難
渋
之
離
縁
に
至
り
候
而
は

時
々
御
奉
行
所
江
申
立
御
声
掛
を
以
為
相
済
来
り
候
例
に
御
座
候
右
之
通
御
由
緒
略
奉
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
州
勢
多
郡
新
田
庄
徳
川
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
位
牌
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尼
寺
時
宗
一
本
寺

　
　
文
化
五
辰
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
満
徳
寺

　
　
　
　
　
’
御
奉
行
所

縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

一
五

（
三
二
五
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
三
二
六
）

　
（
4
）
　
徳
川
禁
令
考
第
五
秩
一
一
八
頁
。
穂
積
・
前
掲
お
よ
び
五
十
嵐
・
前
掲
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
一
部
の
み
で
あ
る
．

　
七
　
右
の
文
中
に
み
え
る
よ
う
に
、
満
徳
寺
の
開
山
で
あ
る
浄
念
尼
公
お
よ
び
浄
院
尼
公
は
、
義
季
公
の
姫
君
お
よ
び
義
季
公
の
御
子
新
田
頼

氏
公
の
姫
君
と
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
に
義
季
公
と
い
う
の
は
、
源
氏
の
系
統
で
あ
る
新
田
氏
の
一
族
に
ぞ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
試
み
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
系
図
を
み
る
と
、
次
頁
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

　
こ
の
系
図
で
、
義
季
が
新
田
郷
得
川
の
地
に
分
家
し
、
得
川
（
徳
川
）
姓
を
名
乗
つ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
新
田
一
族
は
、
本
家
の
系
統
で
あ

る
新
田
義
貞
の
頃
、
周
知
の
よ
う
に
、
足
利
氏
と
覇
を
競
い
、
け
つ
き
よ
く
敗
れ
て
、
多
く
は
滅
び
、
残
る
も
の
は
各
地
に
隠
れ
た
が
、
有
親
と

親
氏
の
親
子
は
、
難
を
避
け
る
た
め
、
時
宗
の
僧
と
な
つ
て
諸
国
を
遍
歴
の
の
ち
、
三
河
に
住
ん
だ
。
親
氏
は
、
さ
ら
に
松
平
邑
に
移
り
、
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

長
、
・
松
平
太
郎
左
衛
門
の
女
婿
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
松
平
氏
を
称
す
る
よ
う
に
な
つ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

　
（
5
）
　
群
馬
県
史
一
巻
三
四
六
頁
、
三
五
〇
頁
、
三
五
二
頁
、
五
〇
三
頁
参
照
。

　
（
6
）
　
同
五
七
四
1
五
七
五
頁
参
照
。

　
八
　
次
頁
の
系
図
に
み
ら
れ
る
親
氏
と
、
の
ち
の
徳
川
家
康
と
が
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
は
．
必
ず
し
も
詳
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
と

も
あ
れ
、
豊
臣
氏
を
打
倒
し
て
天
下
を
得
た
徳
川
氏
に
と
つ
て
、
さ
ら
に
名
門
の
出
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
で
き
れ
ぽ
、
た
い
へ
ん
都
合
が
い
い
わ

け
で
、
た
ま
た
ま
上
州
に
得
川
の
地
名
が
あ
り
、
新
田
氏
の
有
力
な
一
族
に
得
川
氏
の
あ
る
の
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
徳
川
と
改
め
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
か
も
自
分
が
新
田
氏
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
粉
飾
し
た
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
推
測
は
、
相
当
程
度

ま
で
当
つ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
徳
川
氏
が
満
徳
寺
を
庇
護
し
て
、
朱
印
地
を
与
え
た
り
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
額
は
必
ず
し
も
多
く
な
く
、
実
は
単
に
位
牌
所
と

し
f
存
立
を
み
と
め
る
程
度
に
止
め
て
い
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。

溝
徳
寺
に
与
え
ら
れ
た
朱
印
地
は
、
前
出
の
文
化
五
年
・
寺
法
申
立
書
に
み
え
る
よ
う
に
一
〇
〇
石
で
あ
り
、
し
ぽ
し
ば
満
徳
寺
と
対
比
さ
れ



山
名義

範

義
国
　
　
新
田
義
重

新
田義

兼

義
房
　
　
政
義

　
　
　
　
　
太
郎

政
氏
■
　
基
氏

又
太
郎
　
六
郎

朝
氏
　
　
義
貞

里
見義

俊

得
川義

季

　
　
　
　
下
野
守

頼
有
　
　
頼
泰

四
郎
太
郎
下
野
太
郎

経
義

女
源
義
平
妻

女

世
良
田

頼
氏

得
川
世
良
田

教
氏
・
　
家
時
　
　
満
義
　
　
政
義

　
三
河
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
秋

得
川
　
　
　
　
　
　
　
江
田

有
氏
・
　
義
有
　
　
義
氏

　
三
郎
　
　
　
三
郎
太
郎
次
郎

得
川親

季
　
・
有
親

松
平親

氏
　
　
泰
親

新
田
冠
者

義
益

家
氏左

衛
門
尉

昌
尊

足
利
義
康

縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

隔
七

（
三
一
・
一
七
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
僻
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
三
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
鎌
倉
東
慶
寺
の
一
一
二
貫
三
八
○
文
と
く
ら
べ
て
甚
だ
し
く
劣
つ
で
い
る
し
、
寺
格
と
い
う
点
か
ら
も
、
東
慶
寺
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
か
つ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
諸
宗
の
本
末
改
め
の
際
に
、
清
浄
光
寺
の
末
寺
と
誤
認
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
程
度
の
寺
格
と
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
も
つ
と
も
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
満
徳
寺
は
「
尼
寺
御
所
］
と
い
う
尊
称
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
点
は
東
慶
寺
が
「
松
岡
御
所
」

と
称
す
る
の
と
似
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
時
に
は
、
駈
入
事
件
の
解
決
に
寺
社
奉
行
の
援
助
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
り
、
手
続
的
な
こ

と
で
寺
社
奉
行
か
ら
注
意
さ
れ
た
り
、
ま
た
代
官
所
と
対
立
し
て
主
張
を
通
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
り
し
た
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
も
徳

川
幕
府
か
ら
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
ぽ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
別
に
資
料
を
掲
げ
て
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
な
お
、
満
徳
寺
の
中
興
に
あ
た
つ
て
、
徳
川
千
姫
が
秀
頼

ー
実
質
的
に
は
豊
臣
家
1
と
縁
を
切
つ
て
本
多
家
へ
再
縁
す
る
た
め
に
、
満
徳
寺
の
寺
法
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
な
が
ら
、
千
姫
自
身
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

寺
入
り
せ
ず
に
、
「
御
姫
君
様
御
替
り
と
し
て
」
刑
部
局
が
入
寺
し
て
住
職
を
つ
い
だ
と
い
う
奇
妙
な
出
来
事
が
あ
る
の
も
、
や
は
り
、
あ
る
意

味
で
満
徳
寺
が
軽
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
刑
部
局
は
、
浅
井
長
政
の
娘
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
現
に
過
去
帳
に
も
そ
う
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
穂
積
博
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

は
、
こ
れ
を
千
姫
の
侍
女
だ
と
み
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
政
の
娘
と
い
う
の
は
甚
だ
疑
わ
し
い
と
し
て
お
ら
れ
る
。

　
系
図
で
み
る
と
、
浅
井
長
政
に
は
娘
が
三
人
お
り
、
一
人
は
秀
頼
の
母
1
つ
ま
り
淀
君
で
あ
り
、
ま
た
一
人
は
徳
川
秀
忠
の
室
と
な
つ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
刑
部
局
が
同
じ
く
長
政
の
娘
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
淀
君
ら
と
姉
妹
の
関
係
に
な
り
、
ま
た
千
姫
に
は
伯
母
に
あ
た
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
者
が
千
姫
の
侍
女
に
な
る
は
ず
は
あ
る
ま
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
刑
部
局
を
も
つ
て
千
姫
の
侍
女
と
み
る
の
は
、
実
は
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
浅
井
長
政
の
三
人
の
娘
と
い
う
の
は
、
長
女
が
淀

君
、
三
女
が
秀
忠
の
室
と
な
つ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間
の
次
女
が
京
極
若
狭
守
高
次
の
室
と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
の
ち
の
刑
部
局
で
あ

る
。
京
極
家
は
家
康
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
関
係
も
あ
つ
て
、
夫
・
高
次
の
死
亡
後
に
、
刑
部
局
が
と
く
に
選
ば
れ
て
満
徳
寺
を
再
興
し
、
併
せ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

て
姪
に
あ
た
る
千
姫
の
再
縁
の
た
め
に
一
役
つ
と
め
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
つ
て
、

が
正
当
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
千
姫
の
侍
女
で
は
な
か
つ
た
も
の
と
解
す
る
の

　
（
7
）
　
五
十
嵐
・
前
掲
一
四
頁
参
照
。

　
（
8
）
　
貫
高
と
石
高
と
の
換
算
は
、
時
代
に
よ
り
．
ま
た
地
方
に
よ
つ
て
も
違
つ
て
い
た
よ
う
で
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
解
ら
な
い
。
石
井
・
『
江
戸
の
離
婚
』
一
一
八
頁
に
よ

　
れ
ば
、
「
百
貫
が
二
十
五
石
に
あ
た
つ
た
か
ら
、
百
十
二
貫
三
百
八
十
文
は
約
二
百
八
十
石
に
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
換
算
で
は
計
算
が
あ
わ
な
い
。
お
そ
ら

　
く
ミ
ス
・
プ
リ
ン
ト
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
別
に
井
上
禅
定
・
『
駈
入
寺
』
六
二
頁
に
よ
れ
ば
、
「
二
十
五
貫
文
百
石
相
当
と
い
う
か
ら
約
四
百
五
十
石
で
…
…
」
と
な
つ

　
　
て
い
る
。
貫
高
と
石
高
の
換
算
で
数
字
が
反
対
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
何
と
も
奇
妙
な
感
じ
で
あ
る
。
試
み
に
、
手
許
の
広
辞
苑
に
当
つ
て
み
る
と
、
一
貫
が
一
〇
石

　
　
に
相
当
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
慶
寺
の
寺
領
は
千
石
を
こ
え
る
計
算
に
な
つ
て
し
ま
う
。
諸
説
の
数
字
に
開
き
が
あ
り
す
ぎ
て
、
筆
者
と
し

　
　
て
は
迷
う
ば
か
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
慶
寺
の
寺
領
と
満
徳
寺
の
そ
れ
と
の
間
に
格
段
の
差
の
あ
る
こ
と
は
、
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　
（
9
）
　
満
徳
寺
再
興
0
事
情
に
つ
い
て
は
、
五
十
嵐
・
前
掲
五
〇
頁
以
下
に
詳
し
い
。

　
（
1
0
）
　
穂
積
・
前
掲
二
一
五
頁
参
照
。

　
（
1
1
）
　
刑
部
局
の
身
上
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
・
前
掲
五
四
頁
以
下
参
照
。
刑
部
局
が
満
徳
寺
の
住
職
ど
な
り
、
寺
入
り
し
た
と
い
つ
て
も
、
実
際
に
は
、
江
戸
城
内
に
起
居

　
　
し
て
い
た
こ
と
も
多
か
つ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
墓
碑
は
満
徳
寺
跡
の
墓
地
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

　
九
　
つ
ぎ
に
、
尼
た
ち
が
満
徳
寺
に
寺
入
り
し
て
い
る
と
き
の
生
活
規
範
を
示
す
と
み
ら
れ
る
資
料
が
あ
る
の
で
、
紹
介
し
よ
う
。
惜
し
い
こ

と
に
、
こ
の
資
料
は
、
前
部
が
欠
損
し
て
い
る
上
に
、
年
号
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
末
尾
の
寺
号
が
「
徳
川
寺
」
と
な
つ
て
い
て
、
若
干

の
疑
問
も
な
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
満
徳
寺
は
、
し
ば
し
ば
徳
川
（
山
）
満
徳
寺
と
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
満
徳
寺
の
も
の
と
推
測
し

て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
満
徳
寺
々
法

上
根
の
者
終
日
通
夜
念
仏
す
せ
め
て

六
時
の
勤
行
誓
受
の
目
課
ハ
自
策

自
励
し
て
諸
人
に
お
と
ら
ぬ
様
に

　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

一
九

（
三
二
九
）



　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

勤
修
す
へ
し

一
酒
肉
五
辛
の
類
す
べ
て
非
法
不
浄
の
物

院
内
に
か
た
く
入
べ
か
ら
ず

一
実
父
若
ハ
小
児
た
り
共
院
内
に
止
宿
せ
し
め

ざ
れ
又
尼
衆
の
輩
僧
所
に
宿
せ
ん
事
も

是
に
な
そ
ら
へ
て
知
る
べ
し
た
と
ひ
無
処

客
人
或
ハ
隣
家
懇
意
の
人
た
り
共
日
没

過
な
は
男
子
た
る
人
は
軟
語
を
も
つ
て

所
を
述
て
さ
し
も
と
す
べ
し

一
切
要
の
事
に
あ
良
す
人
ハ
狼
に
在
家
へ
往

来
す
べ
か
ら
ず
単
男
の
所
江
ハ
猶
更
必
伴

尼
を
具
す
べ
し
若
し
具
す
べ
き
伴
尼

無
時
ハ
賢
く
戒
根
を
守
り
深
く

口
を
慎
ミ
用
事
弁
じ
終
羅
ハ
速
に

去
へ
し
於
自
院
に
も
同
席
に
伴
尼

な
く
し
て
ハ
男
僧
江
法
要
の
事
た
り

と
も
対
話
す
へ
か
ら
す
意
さ
へ
清
浄
な
れ
ハ

と
て
狼
に
長
座
乃
雑
談
に
及
び
他
の

機
嫌
を
か
へ
り
見
さ
る
ハ
仏
門
宗
旨
の

大
な
る
暇
瑳
世
去
な
が
ら
実
事
な

き
に
他
人
の
嫉
ミ
に
久
美
て
そ
し
ら
ん
は

力
不
及
如
来
猶
十
悩
あ
れ
ハ
ナ
リ

一
邪
命
の
因
縁
を
以
て
活
命
す
へ
か
ら
ず

二
9

（
三
三
〇
）



邪
命
と
は
在
家
に
も
の
を
送
り
俗

人
を
き
や
う
応
し
俗
人
の
衣
服
を
裁

縫
ひ
洗
濯
し
或
ハ
医
薬
を
調
合
し

粘
細
工
針
細
工
な
と
し
て
価
を
之
或
ハ

男
女
の
媒
を
す
る
の
る
い
た
と
ぴ
追
善
の

為
と
て
念
仏
講
経
す
る
に
も
聯
利
を

求
む
る
に
心
阿
ら
ハ
皆
悉
邪
命
食
≧

な
り
て
三
途
乃
業
因
と
な
る
深
く
恐
れ

慎
へ
し
唯
仏
制
に
信
遵
し
て
如
法
に
正

命
乞
食
す
べ
し

一
自
の
一
分
持
戒
な
る
を
頼
他
乃
無
戒
破
戒

を
軽
し
む
へ
か
ら
ず
在
家
の
男
女
の
過
失
亦

雑
談
す
へ
か
ら
す
女
人
バ
分
て
こ
の
過
失

お
ふ
し
心
誓
の
殊
に
す
へ
か
ら
す
自
身
柳
戒

品
を
た
も
ち
た
り
共
宗
の
心
行
心
誤
る

事
な
か
れ
た
と
ひ
何
程
の
持
戒
者
成
共

破
二
見
惑
一
故
離
二
四
悪
趣
一
破
二
思
惑
一
故

離
二
三
界
一
生
と
い
ヘ
ハ
中
く
自
己
の
戒
徳
二
而

順
次
に
凡
人
報
二
か
の
ふ
へ
か
ら
す
況
や
並

並
の
持
戒
者
を
や
只
機
者
極
重
悪
人
な
し

無
他
方
使
ひ
へ
り
下
り
伝
者
只
称
弥
陀
得
生

極
楽
と
打
任
行
ハ
い
か
に
も
勇
猛
に
し
て
上
品

越
歓
す
べ
し

　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

二
，
一

（
三
＝
三
）



　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

一
勤
行
乃
内
深
く
漸
塊
心
を
生
し
或
ハ
睡

眠
し
或
ハ
悪
事
を
思
惟
す
へ
か
ら
す
自
に

は
つ
る
を
漸
と
云
他
に
は
つ
る
を
慌
と
云
又
天
に

は
津
る
を
漸
と
い
ふ
人
に
は
つ
る
を
塊
と
云
志
か
れ
ハ

睡
眠
を
ハ
人
に
恥
悪
惟
を
ハ
仏
天
に
恥

又
は
己
の
心
に
恥
へ
し
。
花
嚴
経
に
人
生
出

類
と
い
な
や
同
時
に
倶
生
神
有
て
両
の

肩
に
さ
し
そ
の
善
悪
を
記
録
し
て
天
帝
に

奏
す
と
い
へ
り
豊
恐
へ
言
の
甚
鋪
に
あ
ら
す
や

然
を
緩
々
と
し
て
ね
ふ
り
或
は
悪
念
を
相
続
し
て

念
仏
の
こ
へ
断
絶
す
る
に
至
る
ハ
無
漸
無
塊

徳
好
盗
な
り
深
く
恐
る
へ
し

一
僧
尼
連
立
て
道
を
行
き
相
共
に
さ
し
相
共

に
雑
談
し
相
共
に
火
炉
を
囲
み
或
ハ
楽
に

髪
を
刺
合
灸
を
す
へ
合
楽
に
垢
を
す
り
合

病
に
事
寄
て
按
摩
を
仕
合
或
ハ
戯
談
し
て

釈
語
に
渡
り
な
と
一
切
浅
嫌
に
及
ふ
事

致
へ
か
ら
す
堅
く
是
を
慎
む
へ
し

一
在
家
の
別
時
念
仏
官
寺
の
通
夜
念

仏
或
ハ
開
帳
神
事
濃
場
た
ヶ
と
母

男
女
群
集
の
所
江
ハ
堅
く
行
へ
か
ら
す

又
た
と
ひ
説
法
の
席
た
り
共
選
択
集
及

し
伝
に
達
す
る
勧
化
な
ら
は
他
門
の
知
識
ハ

ニ
ニ

（
三
三
一
一
）



　
申
に
及
は
す
一
宗
の
学
遍
た
り
共
信
用
す

　
へ
か
ら
す
只
声
を
は
け
ま
し
て
念
仏
に
是
に

　
増
る
開
法
な
し
と
よ
路
こ
ひ
常
に
是

　
を
修
行
す
へ
し

　
一
世
間
中
の
極
大
事
ハ
火
の
用
心
也
第
一

　
是
を
慎
み
細
心
に
防
火
護
る
へ
し

右
此
条
件
は
略
し
て
要
用

示
す
所
也
深
く
慎
み
堅
守

如
法
に
修
行
而
可
令
生
死

解
脱
者
な
り

　
　
　
　
　
　
徳
川
寺

　
以
上
を
要
す
る
に
、
異
性
の
者
を
避
け
、
俗
事
を
遠
ざ
け
、
ひ
た
す
ら
念
仏
三
昧
の
修
行
を
勤
め
よ
と
の
趣
旨
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

か
な
り
異
な
つ
て
教
訓
的
要
素
が
つ
よ
い
が
、
や
は
り
尼
寺
で
あ
る
だ
け
に
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
内
容
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
2
）
　
こ
の
資
料
の
一
部
は
、
五
十
嵐
・
前
掲
一
九
九
－
二
〇
〇
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
（
1
3
）
　
東
慶
寺
の
寺
法
に
つ
い
て
は
、
穂
積
・
前
掲
一
六
七
－
一
七
〇
頁
、
井
上
・
前
掲
二
一
六
－
二
二
六
頁
参
照
。

東
慶
寺
の
も
の
と
は

三
録
切
寺
と
し
て
の
機
能

　
一
〇
　
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能
は
、
大
き
く
二
つ
の
方
面
に
分
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
は
寺
法
離
縁
で
、
他
は
内
済
離
縁
で
あ
る
。

　
前
者
は
、
寺
法
に
従
い
、
所
定
の
年
数
だ
け
在
寺
し
て
離
縁
に
な
る
場
合
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
寺
方
か
ら
の
交
渉
に
応
じ
て
夫
方
お
よ
び
妻

方
の
者
が
相
談
、
の
上
、
示
談
が
ま
と
ま
り
、
夫
の
離
縁
状
を
得
て
離
縁
に
な
る
場
合
で
、
所
定
の
年
数
の
在
寺
を
要
し
な
い
。

　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
三
耳
三
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
三
三
四
）
、

　
こ
れ
ら
両
者
の
ほ
か
に
も
、
寺
社
奉
行
の
援
助
を
借
り
て
、
よ
う
や
く
離
縁
に
な
つ
た
場
合
と
か
、
夫
婦
双
方
の
あ
い
だ
に
円
満
な
解
決
が
で

き
て
元
に
戻
つ
た
場
合
と
か
、
政
治
的
な
干
渉
が
入
つ
た
た
め
に
、
つ
い
に
縁
切
り
が
で
ぎ
な
か
つ
た
場
合
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
例
外
的
な
場
合

も
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
縁
切
寺
と
し
て
の
主
た
る
機
能
は
、
ま
ず
右
の
両
者
に
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
、
い
て
は
、
満
徳
寺
と
東
慶
寺
と
で
、
あ
ま
り
差
は
み
ら
れ
な
い
。

　
二
　
　
東
慶
寺
の
記
録
に
よ
る
と
、
古
く
は
寺
法
に
よ
る
離
縁
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
の
ち
に
内
済
離
縁
が
現
わ
れ
、
し
か
も
こ
れ
が
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
に
多
く
な
つ
て
ゆ
く
現
象
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
寺
の
権
威
が
衰
え
て
い
つ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
縁
切
寺

の
存
在
や
機
能
が
ひ
ろ
く
知
ら
れ
惹
よ
う
に
な
つ
た
の
で
、
妻
が
縁
切
寺
に
駈
入
り
寺
方
か
ら
交
渉
を
受
け
る
と
、
夫
の
方
も
観
念
し
て
容
易
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

離
縁
を
み
と
め
る
よ
う
に
な
つ
た
と
い
う
理
解
が
当
つ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
時
代
が
降
る
に
し
た
が
つ
て
寺
法
離
縁
よ
り
も
内
済
離
縁
の
方
が
多
く
な
る
と
い
う
傾
向
は
、
お
そ
ら
く
満
徳
寺
に
つ
い
て
も

共
通
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
は
、
現
存
の
資
料
が
数
少
な
い
た
め
、
全
体
の
傾
向
を
読
み
と
る
に
は
、
や
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

困
難
が
あ
る
．
と
に
か
く
、
私
が
調
査
し
え
た
限
り
に
お
い
て
、
駈
入
女
の
一
覧
表
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

駈
入
女
　
一
　
覧
表

”文”文
政　　化
一　　　　　　　　　　　　　　　一

年・

κ　一九二一

年年年
号

〃　　一　　一一　　一 西

八八八
一一〇
九二六 歴

なたま　き 女

か　よ　さ　よ 名

上上本武
州州所州 住

飯飯石秩
倉野原父
村村町郡
　　横　　瀬
　　村 所

善五
右郎

女

衛兵 の

門衛 関

（　　　（ 係

娘姫
）　　　）

者

亀郡庄宗 夫

吉蔵次吉 名

寺不寺
〃　法明法

離　　離
縁　　縁

事
件

（　　　　　　　　（

寺　　　寺
社　　　社

奉　　奉
行　　　行
介　　　介
入　　　入
）　　　　　　　　）

の
内
容



κ
　
　
七
年

〃
　
　
八
年

〃
　
一
二
年

天
保
二
年

〃　　”　　〃　　〃　　”　　〃

三
年

一
二
年

二
二
年

一
五
年
ー

弘
化
元
年

〃
　
　
二
年

〃
　
　
三
年

嘉
永
五
年

〃
　
　
六
年

〃
　
　
七
年

安
政
三
年

〃
　
　
四
年

四
　
　
七
年

明
治
三
年

一
八
二
四

一
八
二
五

一
八
二
九

一
八
一
三

一
八
三
二

一
八
四
一

一
八
四
二

一
八
四
四

一
八
四
五

一
八
四
六

一
八
五
二

一
八
五
三

一
八
五
四

一
八
五
六

一
八
五
七

一
八
六
〇

一
八
六
八

まそいたきけよとととさもむむたとまむつなみみ
んよくみよいのうらよよとめらかみつつねおつえ

房
州
□
口
村

武
州
藤
村

上
州
新
由
郡
本
町
村

上
州
武
井
村

上
州
碓
氷
郡
五
料
村

上
州
伊
勢
崎
町

武
州
羽
生
町

浅
草
新
鳥
越
町

』
武
州
秩
父
郡
石
間
村

上
州
勢
多
郡
青
木
村

横
山
町
三
丁
目

木
挽
町
三
丁
目

浅
草
南
馬
道

上
州
碓
氷
郡
五
料
村

上
州
甘
楽
郡
尾
附
村

武
州
埼
玉
郡
川
口
村

野
州
足
利
郡
利
保
村

上
州
甘
楽
郡
白
井
村

総
州
豊
田
郡
水
海
道
村

野
州
河
内
郡
三
村

武
州
榛
沢
郡
成
塚
村

武
州
榛
沢
郡
新
戒
村

後
家
よ
し
（
娘
）

徳
右
衛
門
（
娘
）

庄
左
衛
門
（
妹
）

重
兵
衛
パ
娘
）

嘉
右
衛
門
（
娘
）

平
三
郎
（
妹
）

利
左
衛
門
（
娘
）

市
、
兵
衛
（
姉
）

市
五
郎
（
妹
）

文
　
　
七
（
娘
）

作
太
郎
（
妹
）

常
次
郎
（
娘
）

せ
　
　
い
（
娘
）

次
右
衛
門
（
娘
）

縫
之
助
（
娘
）

助
右
衛
門
（
娘
）

半
兵
衛
（
娘
）

市
　
　
蔵
（
娘
）

権
　
　
内
（
娘
）

兵
　
　
蔵
入
娘
）

市
之
助
（
子
分
）

鶴
　
　
吉
（
妹
）

太
郎
左
右
衛
門

重
兵
衛

伊
兵
衛

半
兵
衛

松
之
助

喜
代
次
郎

利
右
衛
門

辰
五
郎

幸
之
助

藤
兵
衛

勇
　
　
吉

半
兵
衛

市
五
郎

栄
　
　
吉

斗
　
　
作

兵
　
　
助

治
左
衛
門

庄
太
郎

喜
十
郎

啓
次
郎

永
三
郎

半
限
抱

寺
法
離
縁
（
寺
社
奉
行
介
入
）

　
〃
　
　
（
　
〃
　
　
　
）

　
〃
　
　
（
　
∬
　
　
　
）

再
縁

半
限
抱

寺
法
離
縁

　
〃
　
　
（
寺
社
奉
行
介
入
）

内
済
離
縁
（
　
μ
　
　
　
）

　
κ
　
　
・
（
　
〃
　
　
　
）

女
房
取
戻
の
訴
あ
り

寺
法
離
縁

女
房
取
戻
の
訴
あ
り
、
再
縁

女
房
取
戻
の
訴
あ
り

内
済
離
縁

内
済
離
縁

不
　
明
（
寺
社
奉
行
介
入
）

寺
法
離
縁
（
　
∬
　
　
　
，
）

内
済
離
縁
（
　
〃
　
　
．
）

　
〃
　
　
（
　
彪
　
　
　
）

再
駈
入

寺
法
離
縁
（
寺
社
奉
行
介
入
）

内
済
離
縁

寺
法
離
縁
（
？
）

縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
潜
徳
寺

二
五

（
三
三
五
）



縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

二
六

（
三
三
六
）

〃　〃　不

明

”　”　不

明

も　も　と

よ　と　め

奥上上
州州州
岩館佐
城林位
久肴郡
保町中
田　　島
村r　村

栄栄清

助吉吉
A　　（

妹娘
）　　　）

逸

作

不寺内
法済
離離

明縁縁
（？
）

　
た
い
へ
ん
不
完
全
な
表
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
も
か
く
右
の
表
を
み
て
、
内
済
離
縁
が
し
だ
い
に
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
い
つ
て
い
え
な

く
も
な
い
。
し
か
し
、
も
つ
と
特
徴
的
な
の
は
、
寺
社
奉
行
の
援
助
な
い
し
介
入
に
よ
つ
て
解
決
に
導
か
れ
た
事
例
が
意
外
に
多
い
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
寺
法
離
縁
の
事
例
を
細
か
く
調
べ
て
み
る
と
、
文
化
三
年
・
ぎ
よ
、
安
政
二
年
・
な
か
、
文
政
一
二
年
・
な
お
、
明
治
三
年
・
ま

ん
の
各
事
件
は
、
寺
抱
え
の
年
季
明
け
後
に
な
お
夫
が
寺
法
を
拒
否
し
た
も
の
で
あ
る
．
こ
め
よ
う
な
点
か
ら
も
、
満
徳
寺
の
縁
切
寺
法
に
対
す

る
評
価
の
あ
ま
り
高
く
な
か
つ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
井
上
・
前
掲
二
五
六
ー
二
八
一
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
石
井
・
『
江
戸
の
離
婚
』
一
三
三
ー
二
二
四
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
五
十
嵐
・
前
掲
一
四
三
！
一
四
六
に
も
、
同
様
な
一
覧
表
が
出
て
い
る
が
、
本
表
と
若
干
の
相
異
が
あ
る
。
資
料
の
見
方
に
差
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の

　
　
資
料
的
検
討
に
ま
ち
た
い
。

　
一
二
　
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能
を
示
す
最
も
古
い
文
書
は
、
文
化
九
年
（
一
八
二
奪
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
寺
社
奉
行
・
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

坂
中
務
大
輔
の
間
合
せ
に
対
す
る
寺
役
人
・
鈴
木
易
右
衛
門
の
答
申
書
の
形
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
欠
入
女
取
斗
方
御
尋
二
付
左
之
通

　
一
、
欠
入
女
壱
人
二
面
欠
入
候
節
者
呼
状
遣
シ
一
同
罷
越
候
節
可
相
成
丈
内
済
可
政
旨
申
聞
再
応
日
延
相
願
候
得
者
任
其
意
離
縁
再
縁
共
二
和
談
攻
候
上
者
早
二

下
ケ
遣
シ
候
乍
去
双
方
不
承
知
之
節
者
篤
与
相
糺
無
余
儀
節
之
義
ハ
召
招
置
候
而
三
ケ
年
目
役
人
差
遣
離
縁
状
請
取
親
元
江
引
渡
申
候
尤
年
季
中
二
而
茂
夫
方
」

離
縁
状
差
出
内
済
致
候
二
付
下
ケ
願
政
候
得
者
則
下
ケ
遣
候

　
一
．
次
入
女
子
親
並
親
類
二
而
茂
鮒
添
参
り
候
節
ハ
篤
与
相
糺
疸
二
村
役
人
之
内
呼
寄
始
末
柄
二
寄
召
抱
候
共
熟
線
為
政
候
共
仕
猴



一
、
離
縁
難
渋
二
お
よ
ひ
侯
節
者
時
二
御
奉
行
所
様
江
奉
願
御
威
光
ヲ
以
槽
済
来
候
先
傍
二
御
座
候

一
、
欠
入
女
子
召
抱
候
節
ハ
村
役
人
汐
願
之
趣
相
違
無
之
段
形
取
之
召
抱
申
候

一
、
欠
入
女
壱
度
召
抱
置
相
済
候
上
又
候
欠
入
候
而
者
召
抱
不
申
候

　
是
よ
り
別
通
二
政
差
出
候
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
欠
入
女
召
抱
置
候
而
茂
御
奉
行
所
様
方
御
掛
り
有
之
候
者
ハ
被
仰
渡
次
第
早
速
差
出
候
様
可
仕
候
並
御
料
御
私
料
共
二
御
掛
り
合
有
之
役
人
中
相
越
被
成
侯

節
親
元
近
村
二
有
之
も
の
ハ
親
類
中
江
掛
合
之
上
右
役
人
中
江
引
渡
シ
可
申
候
且
遠
路
二
有
之
候
も
の
ハ
右
役
人
中
被
仰
聞
之
趣
篤
与
承
知
仕
時
に
御
奉
行
所
様

江
御
窺
之
上
是
又
役
人
中
江
引
渡
可
申
候
以
上

　
是
迄
別
通
　
　
　
　
　
　
上
州
勢
多
郡
徳
川
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尼
寺
満
徳
寺
代

　
　
文
化
九
申
年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
鈴
木
易
右
衛
門

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

欠
入
女
有
之
節
者
留
置
親
並
親
類
組
合
呼
状
之
文
面
左
之
通

一
、
其
村
組
下
誰
娘
た
れ
義
為
離
縁
願
与
当
寺
江
欠
入
候
二
杜
親
誰
並
親
類
組
合
同
道
二
而
飛
脚
着
次
第
早
早
可
被
相
越
候
尤
銘
々
印
形
持
参
可
有
之
候
以
上

　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
満
徳
寺
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
村
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

　
召
抱
候
女
之
夫
方
名
主
江
届
書
差
遣
候
文
面

一
、
其
村
組
下
百
姓
誰
妻
た
れ
義
為
離
縁
願
当
寺
江
欠
入
候
二
付
親
誰
並
親
類
組
合
呼
寄
可
相
成
丈
内
済
可
政
旨
申
聞
候
処
双
方
和
談
不
政
当
人
始
一
同
召
抱
候

儀
相
願
候
二
付
無
余
儀
召
抱
置
候
追
而
離
縁
状
為
請
取
役
人
差
遣
候
間
為
念
届
置
候
以
上

　
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
満
徳
寺
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
村
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

二
七

（
三
三
七
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
三
三
八
）

　
　
召
抱
女
年
季
明
候
節
夫
方
名
主
江
前
尼
二
差
遣
候
文
面
左
之
通

　
一
、
其
村
組
下
百
姓
誰
妻
此
節
年
季
明
ケ
ニ
付
離
縁
状
為
受
取
役
人
差
遣
候
間
夫
た
れ
並
親
類
組
合
他
行
無
之
様
申
付
可
置
候
為
念
前
広
二
申
遣
シ
置
候
以
上

　
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
満
徳
寺
役
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
村
縫
中

　
（
4
）
　
穂
積
・
前
掲
二
一
六
－
二
一
八
頁
の
引
用
で
は
、
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
。
五
十
嵐
・
前
掲
一
二
一
ー
一
二
二
頁
に
は
、
ほ
ぼ
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
順
序
に

　
　
は
多
少
の
疑
問
が
あ
る
。

　
＝
二
　
右
の
文
書
で
特
徴
的
な
こ
と
が
、
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
駈
入
女
の
年
季
が
三
年
目
と
な
つ
て
い
る
こ
と
で
、
前
掲

の
由
緒
書
に
み
ら
れ
る
三
年
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
後
に
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
は
二
五
カ
月
の
趣
旨
で
あ
り
、
東
慶
寺
の
二
四
ヵ
月
よ
り
一
ヵ
月

だ
け
長
く
な
つ
て
い
る
．

　
第
二
は
、
二
度
の
駈
入
を
許
さ
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
に
は
例
外
が
一
件
あ
り
、
後
に
述
べ
る
。

　
第
三
は
、
御
奉
行
様
の
お
掛
り
が
あ
る
者
、
た
と
え
ば
犯
罪
者
と
し
て
追
及
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
者
は
差
出
す
べ
き
旨
を
認
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
公
儀
の
権
力
へ
の
従
属
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
み
る
と
、
縁
切
寺
の
機
能
は
、
し
ば
し
ぽ
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

制
度
の
一
部
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
満
徳
寺
に
は
、
ア
ジ
ー
ル
と
し
て
の
ひ
ろ
い
機
能
は
な
く
、
専
ら
縁
切
り
に
の
み
限

定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
東
慶
寺
の
方
は
、
不
幸
な
女
人
救
済
が
一
般
的
目
的
で
あ
り
、
時
に
は
会
津
城
主
・
加
藤
明
成
の
事
件
の
ご
と
き
も
の
も
み
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
差
異
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
離
縁
の
交
渉
が
ス
ム
ー
ス
に
運
ば
ず
、
難
渋
し
た
よ
う
な
場
合
、
寺
社
奉
行
に
願
い
出
て
、
そ
の
御
威
光
を
も
つ
て
解
決
を
は
か
る

な
ど
と
、
み
ず
か
ら
溝
徳
寺
々
法
の
権
威
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
み
と
め
て
い
る
。



（
5
）

（
6
）

（
7
）

石
井
・
『
江
戸
の
離
婚
』
一
〇
四
ー
一
〇
六
頁
参
照
。

井
上
・
前
掲
六
〇
頁
参
照
．

井
上
・
前
掲
五
四
i
五
五
頁
参
照
。

一
四
　
つ
ぎ
に
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
年
）

博
士
お
よ
び
五
十
嵐
氏
の
研
究
に
も
部
分
的
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

上
州
新
田
郡
本
町
村
銅
間
屋
・
庄
左
衛
門
妹
な
お
の
一
件
書
類
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
件
取
扱
い
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

こ
れ
は
既
に
穂
積

全
文
を
掲
げ
る
。

　
　
文
政
十
二
丑
年
九
月

　
土
屋
相
模
守
様
江

　
　
　
駈
入
離
縁
滞
願
控

　
　
　
　
徳
川
満
徳
寺
役
人
久
野
内
蔵
右
衛
門

　
文
政
十
二
丑
年
八
月
新
田
郡
本
町
村
銅
間
屋
庄
左
衛
門
妹
な
お
儀
年
季
明
ケ
ニ
付
夫
伊
勢
五
郎
事
伊
兵
衛
球
儀
輔
並
親
類
村
役
人
等
呼
出
離
縁
状
申
付
候
処
彼

是
相
拒
寺
法
相
背
候
付
其
儘
難
差
置
願
立
二
い
た
し
候
旨
申
聞
候
処
村
役
人
」
晦
日
迄
日
延
願
候
二
付
書
付
取
置
聞
済
置
候
然
処
同
日
罷
出
親
類
組
合
役
人
一
同

取
寄
異
見
差
加
候
得
共
不
承
知
申
張
離
縁
二
不
相
成
旨
村
役
人
名
主
次
郎
左
衛
門
相
届
候
二
付
九
月
二
日
出
立
三
日
江
戸
小
川
町
太
田
隠
岐
守
様
御
休
息
所
江
着

五
日
御
用
番
土
屋
相
模
守
様
江
願
書
御
由
緒
書
先
例
書
並
庄
左
衛
門
♂
去
々
年
取
置
書
右
四
通
差
出
シ
願
立
候
処
寺
社
役
尾
木
肇
殿
被
受
取
追
而
沙
汰
可
政
旨
被

申
候
付
引
取
来
旅
宿
ハ
小
川
町
広
小
路
太
田
隠
岐
守
方
旅
宿
仕
罷
遣
候
以
上
二
認
メ
上
置

一
、
同
六
日
呼
出
来
ル
左
之
通

被
尋
儀
有
之
候
聞
只
今
可
被
相
越
旨
相
模
守
被
申
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
土
屋
相
模
守
役
人

　
　
丑
九
月
六
日

　
　
　
　
　
上
州
勢
多
郡
徳
川
満
徳
寺
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
野
内
蔵
右
衛
門
殿

縁
切
寺
乏
し
て
の
上
州
満
徳
寺

二
九

（
三
三
九
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
三
四
〇
）

　
右
御
請
書
左
之
通

　
　
　
　
　
御
請
書

　
御
尋
之
儀
御
座
候
付
只
今
可
罷
出
旨
御
差
紙
頂
戴
拝
見
承
知
奉
畏
候
依
之
御
請
書
如
件

　
丑
九
月
六
日
　
　
　
　
上
州
徳
川
郷
徳
川
満
徳
寺
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
野
内
蔵
右
衛
門
㊥

　
　
土
屋
相
模
守
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の
紙
半
分
江

　
　
　
　
御
役
人
中
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
メ
可
申

　
右
之
通
御
請
書
い
た
し
引
続
き
罷
出
候
処
寺
社
役
尾
木
殿
汐
只
今
御
留
役
之
御
調
有
之
候
間
控
居
候
様
二
と
被
申
候
付
控
居
候
処
小
検
使
被
参
御
白
州
次
ノ
間

江
案
内
致
候
処
御
留
役
小
田
切
庄
二
郎
殿
御
糺
被
成
候
二
し
て
公
儀
御
掛
り
合
ハ
無
之
候
哉
与
被
相
尋
候
二
付
右
様
之
御
掛
合
ハ
無
之
由
申
□
席
江
引
取
候
処
只

今
世
良
田
村
夫
伊
兵
衛
江
御
差
紙
御
出
し
被
成
候
旨
被
申
聞
候
付
御
糺
申
ロ
ロ
タ
七
半
時
過
帰
ル

　
一
、
帰
り
か
け
二
腰
掛
江
寄
り
茶
屋
ノ
亭
主
清
兵
衛
素
♂
心
安
ク
い
た
し
候
も
の
ゆ
へ
内
≧
二
而
夫
方
江
の
御
差
紙
内
見
者
出
来
申
間
敷
哉
与
申
候
処
其
日
差

　
紙
当
番
馬
喰
町
弐
丁
目
升
屋
十
兵
衛
汐
内
≧
か
り
受
見
せ
く
れ
候
二
付
写
取
候
処
左
之
通

　
尋
儀
有
之
間
伊
兵
衛
ハ
代
二
而
者
難
成
病
気
二
候
ハ
ハ
駕
籠
二
而
相
成
共
一
同
早
≧
罷
出
可
相
届
若
於
不
参
可
為
曲
事
も
の
也

　
丑
五
月
六
日
　
　
　
　
相
模
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
州
新
田
郡
世
良
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
親
類
組
合
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
も
の
壱
両
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
主



一
、
同
十
五
日
御
呼
出
し
来
ル
御
受
書
先
之
通
十
六
日
四
時
御
呼
出
し

　
十
六
日
四
時
罷
出
候
処
伊
兵
衛
儀
急
病
二
而
夫
故
御
尋
無
之
直
二
引
取
来
ル
実
ハ
十
二
日
着
御
届
為
政
候
而
十
三
日
出
奔
い
た
し
候
由

一
、
廿
三
日
出
奔
届
政
候
此
方
者
御
呼
出
し
無
之
同
日
汐
三
十
日
限
り
尋
一
　
ー
一
付
候
由
尤
此
方
ハ
掛
合
無
之

一
、
同
廿
三
日
御
呼
出
し
来
諸
事
先
之
通
廿
四
日
四
時
呼
出
ス

一
．
則
廿
四
日
罷
出
候
処
留
役
小
田
切
庄
二
郎
殿
糺
二
而
世
良
田
村
伊
兵
衛
組
合
要
助
名
主
新
左
衛
門
罷
出
夫
伊
兵
衛
出
奔
い
た
し
候
処
廿
二
日
♂
三
十
日
限
り

尋
申
付
置
候
通
口
目
尋
出
し
候
様
被
申
候
上
満
徳
寺
与
ハ
同
寺
役
人
相
掛
合
寺
相
立
双
方
御
吟
味
下
願
可
致
旨
新
左
衛
門
へ
被
仰
聞
候
内
蔵
右
衛
門
二
も
其
通
り

い
た
し
候
様
二
と
被
仰
聞
候
然
一
　
　
　
痛
村
廿
五
日
迄
御
猶
予
願
双
方
別
紙
二
而
願
上
相
立
廿
五
目
世
良
田
村
の
も
の
二
懸
合
之
上
書
付
取
置
廿
六
日
右
書
付

江
御
吟
味
下
願
書
相
添
寺
社
役
尾
木
殿
江
出
ス
然
処
同
目
小
田
切
殿
御
出
無
之
直
引
取
尤
追
而
沙
汰
可
政
旨
被
申
候

御
吟
味
下
願
書
左
之
通
り

一
、
上
州
勢
田
郡
徳
川
郷
満
徳
寺
役
人
久
野
内
蔵
右
衛
門
奉
申
上
候
当
寺
江
去
々
亥
年
七
月
同
国
新
田
郡
本
町
村
銅
問
屋
庄
左
衛
門
妹
な
お
儀
駈
入
縁
切
之
儀
相

願
候
付
如
未
承
糺
候
処
同
国
同
郡
世
良
田
村
百
姓
伊
兵
衛
女
房
二
相
成
罷
在
候
処
不
和
合
二
而
玖
難
儀
候
由
を
以
離
縁
相
願
候
付
な
を
兄
庄
左
衛
門
其
外
親
類
村

役
人
呼
寄
相
糺
可
成
丈
可
為
致
熟
縁
旨
夫
伊
兵
衛
方
江
掛
合
之
儀
申
諭
候
処
な
を
者
勿
論
庄
左
衛
門
親
類
村
役
人
右
一
同
縁
切
之
義
強
而
申
立
候
間
夫
伊
兵
衛
世

良
田
村
役
人
等
呼
寄
な
を
儀
駈
入
縁
切
之
儀
申
立
候
付
成
丈
熟
縁
二
相
成
候
様
品
々
申
諭
候
得
共
強
而
縁
切
之
儀
相
願
候
上
者
逆
も
縁
無
之
儀
故
此
節
離
縁
内
済

可
政
旨
申
諭
候
処
伊
兵
衛
儀
内
済
不
承
知
申
立
候
付
左
候
ハ
ハ
以
寺
法
召
抱
置
追
而
離
縁
状
請
取
候
間
其
段
可
相
心
得
旨
申
渡
寺
法
定
例
之
届
書
世
良
田
村
役
人

江
相
渡
置
候
而
抱
置
候
然
処
当
時
年
季
相
立
候
付
離
縁
状
申
付
候
処
離
縁
難
渋
之
旨
申
候
二
付
品
々
申
諭
候
得
共
強
而
不
承
知
離
縁
状
差
出
不
申
寺
法
相
背
候
付

無
拠
御
吟
味
之
儀
申
決
当
御
奉
行
所
江
奉
願
上
伊
兵
衛
並
組
合
村
役
人
等
御
呼
出
し
相
成
一
同
出
府
着
御
訴
申
上
候
処
未
御
吟
味
無
之
以
前
同
人
儀
出
奔
仕
行
衛

相
知
不
申
候
得
共
伊
兵
衛
組
合
村
役
人
惣
代
百
姓
要
助
名
主
新
左
衛
門
者
素
’
寺
法
相
弁
罷
在
候
故
伊
兵
衛
江
度
々
異
見
差
加
候
儀
二
付
此
上
満
徳
寺
二
お
ゐ
て

寺
法
之
通
取
斗
有
之
候
共
聯
申
分
無
之
旨
申
立
候
上
者
寺
法
之
儀
相
立
差
支
之
筋
も
無
之
申
分
無
御
座
熟
縁
い
た
し
候
間
御
吟
味
是
迄
二
而
御
下
ケ
被
成
下
候
様

仕
度
偏
二
奉
願
上
候
以
上

　
　
　
上
州
勢
田
郡
徳
川
満
徳
寺
代
役
人

　
文
政
十
二
丑
年
九
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
野
内
蔵
右
衛
門
㊥

縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

三
吋

（
三
四
嚇
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
溝
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
三
四
二
）

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
廿
九
日
御
呼
出
候
而
御
吟
味
下
願
書
江
所
≧
加
筆
有
之
付
其
之
通
認
メ
直
し
差
上
候
処
右
之
通
リ
ニ
侯
事

　
一
、
同
晦
日
御
呼
出
未
明
朔
日
四
時
可
罷
出
旨
之
御
呼
出
御
請
書
ハ
先
之
通
り

　
一
、
則
十
月
朔
日
罷
出
候
処
小
田
切
殿
被
尋
是
者
廿
五
ケ
月
相
立
離
縁
状
請
取
候
上
者
女
を
何
れ
二
取
斗
候
哉
之
与
御
尋
二
付
右
様
二
済
候
も
の
者
直
二
下
ケ
下

山
為
政
申
候
段
申
上
候
処
其
段
書
面
認
メ
差
出
候
様
二
と
被
申
候
付
席
江
引
取
直
二
認
差
上
候
控
左
之
通

　
　
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

　
一
、
上
州
徳
川
郷
満
徳
寺
役
人
久
野
内
蔵
右
衛
門
奉
申
上
候
駈
入
女
之
儀
年
季
相
立
或
者
年
季
中
二
而
も
夫
♂
離
縁
状
差
出
候
上
女
身
分
如
何
取
斗
候
哉
之
旨
書

面
二
而
差
上
可
申
旨
被
仰
付
承
知
奉
畏
候
右
様
之
も
の
共
儀
女
駈
入
候
硬
誰
二
願
人
二
可
相
成
間
右
の
も
の
呼
出
し
呉
候
様
二
と
申
立
候
節
其
も
の
呼
寄
女
同
様

離
縁
相
願
候
得
者
右
之
も
の
並
親
類
村
役
人
等
連
印
二
而
口
書
取
置
候
而
召
抱
置
廿
五
ケ
月
相
定
行
も
満
候
上
夫
呼
寄
離
縁
状
申
付
差
出
候
上
者
女
を
召
抱
候
砺

口
書
取
置
候
願
人
江
引
渡
申
候
其
節
何
方
江
縁
付
候
共
差
構
無
之
旨
一
同
江
申
渡
シ
下
山
為
政
候
尤
願
人
之
儀
女
之
親
兄
弟
江
為
願
申
候
兄
弟
も
無
之
類
者
成
丈

身
寄
近
も
の
二
為
願
申
候
寺
法
御
座
候
右
一
条
之
取
斗
方
御
尋
二
付
奉
申
上
候
処
如
此
御
座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
上
州
徳
川
郷
満
徳
寺
役
人

　
　
文
政
十
二
丑
年
十
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
野
内
蔵
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
（
8
）
　
穂
積
・
前
掲
二
二
〇
1
二
二
四
頁
、
五
十
嵐
・
前
掲
一
二
二
－
一
二
三
頁
参
照
。

　
一
五
　
右
の
文
書
で
は
、
さ
い
ご
の
部
分
に
「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
と
し
て
取
扱
い
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
本
件
で
は
、
本
町
村
銅
問
屋
・
庄
左
衛
門
妹
な
お
が
、
世
良
田
の
百
姓
・
伊
兵
衛
に
嫁
い
だ
と
こ
ろ
、
夫
婦
仲
が
悪
く
、
な
お
は

離
縁
を
求
め
て
満
徳
寺
へ
駈
込
ん
だ
。
そ
こ
で
、
寺
側
で
は
、
妻
方
の
者
達
を
呼
出
し
、
も
と
の
さ
や
へ
収
ま
る
よ
う
熟
談
す
る
た
め
に
夫
方
と

交
渉
す
る
こ
と
を
説
諭
し
た
が
、
な
お
共
々
、
離
縁
を
申
立
て
る
上
に
、
夫
方
の
村
役
人
を
呼
出
し
説
得
す
る
と
、
こ
れ
も
離
縁
を
願
う
の
で
、



そ
れ
で
は
双
方
の
話
合
い
で
解
決
－
つ
ま
り
内
済
に
ー
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
と
、
夫
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
、
け
つ
き
よ
く
．
な
お
の

身
柄
は
定
例
の
寺
抱
え
と
な
つ
た
。

　
文
政
一
二
年
八
月
に
、
な
お
は
所
定
の
年
季
明
け
と
な
り
、
寺
役
人
よ
り
夫
方
に
離
縁
状
を
差
出
す
よ
う
に
命
じ
た
が
、
夫
億
こ
れ
を
拒
否
し

た
。
夫
方
の
村
役
人
が
日
延
べ
を
願
い
、
さ
ら
に
夫
を
説
得
し
た
が
將
が
あ
か
ず
、
そ
こ
で
寺
役
人
・
久
野
内
蔵
右
衛
門
よ
り
寺
社
奉
行
・
土
屋

相
模
守
へ
出
訴
し
た
わ
け
で
あ
る
。
文
書
は
、
そ
の
際
の
相
模
守
へ
あ
て
た
「
駈
入
離
縁
滞
願
」
の
控
か
ら
始
ま
つ
て
い
る
。

　
寺
社
奉
行
が
こ
れ
を
取
上
げ
、
奉
行
所
か
ら
夫
の
伊
兵
衛
に
対
し
て
召
喚
を
し
た
の
に
、
け
つ
き
よ
く
伊
兵
衛
は
出
奔
し
て
行
方
不
明
と
な
つ

て
し
ま
つ
た
の
で
、
寺
法
に
よ
つ
て
解
決
す
る
こ
と
と
な
り
、
寺
役
人
か
ら
「
御
吟
味
下
願
書
」
が
出
た
。

　
こ
れ
を
み
る
と
、
召
抱
え
の
期
間
は
、
明
ら
か
に
二
五
ヵ
月
と
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
な
お
の
駈
込
ん
だ
の
が
「
去
る
亥
年
七
月
中
・
ゴ
…
」

で
．
年
季
明
け
が
文
政
一
二
丑
年
八
月
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
二
五
ヵ
月
に
な
つ
て
い
る
。
ふ
つ
う
の
場
合
、
駈
入
つ
て
も
直
ち
に
正
規
の
寺
抱

え
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
一
通
り
の
吟
味
が
す
む
ま
で
長
屋
に
留
置
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
二
五
ヵ
月
の
年
季
の
起
算
は
、
正
規
の
寺
抱
え
開

始
の
と
き
で
は
な
く
、
ど
う
や
ら
当
初
の
駈
込
み
の
当
時
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
遡
及
効
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
か
。

　
n
六
　
つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
は
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
年
）
に
、
寺
役
人
・
峯
宗
兵
衛
か
ら
寺
社
奉
行
・
酒
井
若
狭
守
へ
提
出
し
た
答
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

書
が
中
心
に
な
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
件
書
類
の
全
体
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
天
保
十
四
発
卯
六
月

　
　
駈
入
女
取
斗
方
御
尋
二
付
相
認
差
出
候
控

　
　
天
保
十
四
卯
年
五
月
晦
日
酒
井
若
狭
守
様
よ
り
御
差
紙
来
ル

　
尋
儀
有
之
候
間
明
朔
日
四
時
可
被
相
越
旨
若
狭
守
被
申
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
若
狭
守
役
人

　
　
　
五
月
針
日

　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
三
三
　
　
　
（
三
四
三
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
三
四
四
）

　
　
　
　
上
州
徳
川
満
徳
寺
用
役
中

　
　
御
請
書
例
之
通
り
差
出
ス

一
、
六
月
朔
日
四
時
罷
断
候
処
寺
社
役
伴
金
左
衛
門
殿
面
会
駈
入
女
取
斗
方
御
尋
被
成
候
二
付
認
メ
取
入
御
覧
可
申
旨
申
立
尤
取
調
い
た
し
候
間
明
後
三
日
二
差
一

出
可
申
旨
申
立
引
取

　
六
月
三
日
差
出
候
文
面
左
二

一
、
満
徳
寺
駈
入
女
離
縁
由
緒
之
儀
者
開
山
よ
り
之
寺
法
二
御
座
候
再
縁
之
儀
者
天
樹
院
様
御
例
を
以
相
済
来
り
候

　
女
駈
入
候
節
始
末
糺
之
上
出
生
親
元
江
呼
状
差
遣
し
親
並
親
類
組
合
之
も
の
呼
寄
篤
与
相
糺
候
上
熟
縁
い
た
し
候
様
申
諭
不
得
止
事
倶
≧
離
縁
相
願
候
得
共
内

済
申
渡
再
応
為
及
掛
合
候
と
も
内
済
不
相
成
候
得
者
夫
方
へ
遣
し
候
書
面
左
之
通
り

　
其
配
下
誰
女
房
誰
当
寺
江
駈
入
離
縁
相
願
候
二
付
同
人
親
何
村
誰
村
役
人
等
呼
寄
相
糺
候
処
倶
二
離
縁
相
願
候
二
付
掛
合
申
付
候
成
丈
其
地
二
お
ゐ
て
内
済
い

た
す
へ
し
不
済
儀
有
之
候
ハ
ハ
誰
並
親
類
組
合
も
の
召
連
早
≧
相
越
筈
可
申
立
候

　
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
上
州
徳
川
満
徳
寺
役
人

　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
何
村
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
組
頭

　
右
書
面
女
方
役
人
江
是
ヲ
渡
シ
夫
方
江
為
掛
合
候
得
共
多
分
ハ
済
方
二
相
成
申
候
品
二
寄
済
兼
双
方
罷
出
破
談
申
立
候
得
共
双
方
篤
与
承
り
糺
候
上
和
談
不
相

成
節
者
無
余
儀
寺
法
ヲ
以
女
召
抱
置
入
寺
禁
足
廿
五
ケ
月
相
立
候
得
者
夫
呼
出
離
縁
状
請
取
申
候
事

　
但
シ
離
縁
状
請
取
候
上
ハ
女
者
早
速
実
親
江
引
渡
申
候

一
、
女
召
抱
候
節
抱
証
文
取
置
夫
江
者
過
日
離
縁
状
請
取
候
問
書
面
ヲ
以
申
渡
置
候

　
但
シ
夫
身
持
宜
か
ら
さ
ま
与
或
ハ
身
元
憧
な
ら
さ
る
も
の
二
候
得
者
女
抱
候
節
離
縁
状
請
取
双
方
役
人
封
印
之
上
夫
方
役
人
江
預
ケ
置
季
月
相
立
候
節
右
離
縁

　
状
女
方
へ
被
為
請
取
申
候

一
、
結
納
為
取
替
い
ま
た
引
移
さ
る
も
の
ハ
半
限
抱
と
し
て
十
二
ヶ
月
半
抱
置
申
候

一
、
女
駈
入
候
節
念
入
相
糺
御
領
御
私
料
と
も
御
掛
り
合
有
之
候
も
の
共
ハ
取
扱
不
仕
親
或
ハ
身
寄
之
も
の
へ
引
渡
シ
申
候

　
但
シ
身
分
二
付
不
詳
之
筋
相
聞
候
も
の
も
同
様
取
扱
不
仕
候



　
一
、
女
駈
入
之
上
内
済
不
相
成
召
抱
之
儀
申
渡
候
処
夫
不
承
知
申
張
り
寺
法
相
拒
候
節
ハ
其
時
之
御
奉
行
所
江
申
立
御
声
掛
り
を
以
相
済
来
り
候
例
二
御
座
候

　
　
右
御
尋
二
付
寺
法
取
斗
方
粗
奉
申
上
候
以
上

　
　
右
之
通
半
紙
江
認
ふ
く
ろ
と
じ
二
い
た
し
候
上
が
き

　
　
　
駈
入
女
取
斗
方
略
　
　
　
　
上
州
徳
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
徳
寺
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
宗
兵
衛

　
一
．
六
月
三
日
四
時
罷
出
右
帳
面
伴
金
左
衛
門
殿
へ
面
会
之
上
差
出
候
処
留
置
旨
被
申
候
直
二
引
取

　
　
其
旨
何
二
而
も
御
沙
汰
も
無
之
右
旨
置
此
砺
馬
喰
町
内
旅
宿
引
上
二
相
成
右
二
付
外
二
御
入
用
筋
有
之
右
之
留
役

　（9

）
　
こ
の
文
書
の
大
部
分
は
、
穂
積
・
前
掲
一
二
八
ー
二
二
〇
頁
、
五
十
嵐
・
前
掲
二
一
三
ー
一
二
四
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
一
七
　
こ
の
文
書
で
、
駈
入
女
に
つ
い
て
の
取
扱
い
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
ぼ
前
出
の
文
書
と
局
様
で
あ
る
が
、
一
つ
特
徴
的
な
こ
と

は
、
「
半
限
抱
」
の
制
度
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
結
納
を
取
替
し
た
が
、
ま
だ
実
際
の
夫
婦
生
活
に
は
入
つ
て
い
な
い
ー
つ
ま
り
婚
約
の

段
階
に
あ
る
者
が
離
縁
を
す
る
場
合
、
い
い
か
え
れ
ぽ
婚
約
解
消
す
惹
場
合
の
制
度
で
、
寺
抱
え
の
年
季
が
二
分
の
一
の
一
ニ
ヵ
月
半
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

，
東
慶
寺
の
方
に
つ
い
て
は
、
同
種
の
制
度
は
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
別
に
「
半
下
」
と
い
わ
れ
る
一
種
の
半
限
抱
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
、

寺
法
離
縁
で
な
く
．
内
済
離
縁
の
特
別
な
例
に
ぞ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
東
慶
寺
．
被
官
之
申
渡
十
七
ケ
条
」
の
第
六
に
「
．
・
…
．
御
書
拝
見

無
之
内
済
離
縁
の
者
十
二
ヶ
月
…
…
」
と
あ
り
、
一
応
は
寺
法
に
ょ
る
手
続
が
開
始
さ
れ
、
寺
か
ら
夫
に
対
し
て
「
御
書
」
（
ま
た
は
「
御
奉
書
」
）

が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
拝
見
す
る
こ
と
な
く
内
済
離
縁
に
移
行
し
た
場
合
を
意
味
し
て
い
る
軌
い
わ
ば
寺
法
離
縁
と
内
済
離
縁
と
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

間
的
な
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
満
徳
寺
の
「
半
限
抱
」
と
東
慶
寺
の
「
半
下
」
と
で
は
、
面
じ
よ
ヲ
に
年
季
の
期
間
を
半
減
す
る
制
度
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

　
　
　
、
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
穂
寺
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
、
（
三
四
五
）



　
　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
（
三
四
六
）

前
者
は
、
婚
約
の
段
階
で
の
解
消
と
い
う
実
質
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
・
後
者
は
、
寺
法
に
よ
る
手
続
の
開
始
後
に
内
済
に
移
行
し
た
場
合

と
い
う
手
続
的
理
由
に
す
る
も
の
で
あ
み
。
こ
の
相
異
も
注
意
さ
れ
る
べ
き
点
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
0
）
　
穂
積
．
前
掲
二
二
〇
頁
、
二
六
九
頁
参
照
。
五
十
嵐
・
前
掲
二
六
七
頁
参
照
。
両
馬
と
も
、
東
慶
寺
に
は
同
種
の
も
の
は
み
え
な
い
と
だ
け
書
い
て
お
ら
れ
る
。

　
（
1
1
）
　
井
上
・
前
掲
二
二
九
－
二
三
二
頁
参
照
。
「
出
役
出
張
を
煩
わ
し
た
だ
け
寺
法
取
扱
が
重
く
な
る
か
ら
－
…
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

　
一
八
　
つ
ぎ
に
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
の
「
寺
法
駈
入
女
取
計
方
心
得
留
」
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
寺
役
人
・
鈴
木
小
兵
衛
の
書

い
た
メ
モ
で
あ
る
が
、
後
半
に
「
先
例
覚
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
興
味
ふ
か
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
欠
入
女
取
斗
方
心
得
之
事

一
、
女
欠
入
候
節
能
乏
相
尋
其
上
出
生
親
元
江
呼
状
遣
罷
出
候
節
篤
与
相
糺
置
之
筋
二
有
之
候
ハ
≧
女
願
之
趣
口
書
を
以
為
申
立
可
相
成
丈
内
済
可
政
旨
申
付
日

延
書
付
取
立
又
者
公
訴
届
ケ
ニ
而
も
有
之
候
身
上
不
詳
之
女
子
二
候
得
者
親
元
江
引
渡
可
申
必
寺
二
留
置
間
敷
候
事

一
、
何
日
迄
之
掛
合
を
願
掛
合
之
上
内
済
二
相
成
候
者
早
二
下
ケ
可
置
候
事

一
、
掛
合
未
行
届
再
日
延
願
候
間
是
迄
之
掛
合
方
篤
与
相
尋
掛
合
未
熟
二
候
ハ
≧
罷
二
申
付
再
日
延
何
日
迄
之
書
付
可
申
付
事

一
、
数
度
内
済
為
掛
合
候
而
も
和
談
二
不
相
成
無
余
儀
筋
者
寺
法
之
通
り
証
文
取
置
召
抱
夫
方
村
役
人
江
寺
法
之
通
達
書
早
二
可
差
置
候
事

　
但
請
書
名
主
組
頭
連
印
二
而
念
入
可
取
置
候

一
、
女
方
夫
方
共
取
置
候
証
文
国
郡
村
名
領
主
地
頭
之
名
面
急
度
可
為
書
候
必
失
念
政
間
敷
候
事

一
、
願
書
二
茂
始
末
地
頭
名
面
夫
方
地
頭
名
面
国
郡
念
入
取
置
候
事

一
、
召
抱
年
季
中
内
済
二
相
成
候
而
親
元
よ
り
慈
悲
之
下
ケ
願
候
ハ
ハ
下
ケ
置
候
事

一
．
公
訴
二
相
成
其
後
欠
入
候
女
者
思
意
二
抱
申
間
敷
候
能
≧
相
糺
公
儀
之
御
掛
合
茂
無
之
無
余
儀
筋
者
取
斗
可
申
事

一
、
手
筋
を
以
相
願
候
共
無
筋
之
女
を
決
而
取
扱
申
間
敷
候
事

一
、
数
度
為
掛
合
内
済
不
承
知
二
而
夫
方
汐
出
訴
二
及
候
由
二
而
女
方
汐
申
立
候
ハ
≧
無
余
儀
早
速
御
月
番
江
其
段
申
立
古
例
之
通
り
相
願
可
申
候
尤
女
方
よ
り

書
付
念
入
取
置
夫
方
村
役
人
も
届
書
可
差
越
候
夫
方
願
立
二
不
相
成
先
汐
申
立
二
相
成
候
様
急
キ
取
斗
御
懸
り
御
奉
行
所
江
御
吟
味
相
成
候
様
取
斗
可
申
候
事

一
．
’
欠
入
女
召
抱
候
而
も
御
奉
行
所
様
方
御
懸
合
有
之
候
得
者
被
仰
渡
次
第
早
速
差
出
候
様
可
仕
候
並
御
料
並
私
領
共
二
御
懸
合
百
之
役
人
中
相
越
候
節
親
元
近



村
二
有
之
も
の
ハ
親
元
江
懸
合
之
上
右
役
人
中
江
引
渡
可
申
候
且
遠
路
二
有
之
候
者
右
役
人
中
江
申
聞
候
趣
篤
与
承
知
仕
御
奉
行
所
江
伺
之
上
是
又
役
人
中
江
引

渡
可
申
候
事

　
右
一
ヶ
条
ハ
文
化
九
申
年
十
一
月
脇
坂
中
務
大
輔
様
江
先
役
鈴
木
易
右
衛
門
よ
り
申
立
置
候
事

一
、
欠
入
女
離
縁
内
済
二
相
成
相
下
ケ
其
後
於
国
元
二
寺
法
不
抱
差
縫
女
再
駈
入
何
様
相
願
候
共
一
旦
離
縁
相
成
候
向
者
一
切
取
上
ケ
申
間
敷
候
女
早
≧
親
元
江

相
下
ケ
可
申
候
事

　
但
向
後
右
様
之
願
有
之
候
節
者
其
願
二
寄
御
奉
行
所
江
伺
之
上
取
斗
可
申
候
事

　
右
者
安
政
四
巳
年
下
総
国
豊
田
郡
水
海
道
村
百
姓
権
内
娘
多
美
再
駈
入
候
一
件
御
月
番
本
多
中
務
大
輔
様
江
奉
願
候
処
御
糺
之
上
此
度
限
り
御
取
上
ケ
御
吟
味

之
上
寺
法
相
立
申
候
其
砺
於
御
同
所
前
書
之
趣
御
沙
汰
二
付
為
心
得
記
置
候
事

　
　
　
　
　
先
　
例
　
覚

一
、
文
化
三
寅
年
六
月
中
阿
部
幡
摩
守
領
分
武
州
秩
父
郡
横
瀬
村
百
姓
宗
吉
女
房
ぎ
よ
義
召
抱
置
年
季
相
立
候
処
夫
宗
吉
寺
法
相
拒
候
二
付
御
用
番
水
野
出
羽
守

様
江
奉
願
寺
法
相
立
申
候

一
、
文
政
二
卯
年
二
月
上
州
飯
野
村
名
主
善
右
門
娘
た
よ
義
年
季
中
同
国
大
久
保
村
夫
郡
蔵
汐
御
勘
定
奉
行
榊
原
内
匠
頭
様
江
女
房
取
戻
之
旨
奉
出
訴
三
奉
行
所

御
高
判
右
善
右
門
江
相
訴
候
由
同
人
申
置
候
二
付
当
寺
汐
御
月
番
松
平
右
近
口
H
U
様
江
奉
願
寺
法
相
立
申
候

　
御
関
所
越
参
り
候
夫
亀
吉
汐
申
立
ル
無
御
取
上
ケ
離
縁
被
仰
付
候

一
、
文
政
二
卯
年
四
月
上
州
飯
倉
村
百
姓
亀
吉
女
房
な
か
義
召
抱
置
年
季
明
之
節
夫
亀
吉
寺
法
相
拒
二
付
御
月
番
水
野
左
近
口
目
様
江
奉
願
寺
法
相
立
申
候

一
、
文
政
八
酉
年
六
月
武
州
藤
村
徳
右
衛
門
娘
み
つ
義
夫
重
兵
衛
義
離
縁
難
渋
申
候
二
付
み
つ
召
抱
其
趣
届
書
人
見
村
役
人
方
江
可
請
取
旨
申
聞
候
処
是
又
難
渋

申
聞
候
間
御
用
番
松
平
伯
善
守
様
江
奉
願
寺
法
相
立
申
候

一
、
文
政
十
二
丑
年
九
月
上
州
本
町
村
庄
左
衛
門
妹
な
お
義
先
達
而
召
抱
置
年
季
明
二
付
夫
伊
兵
衛
離
縁
状
申
付
候
処
相
背
候
二
付
御
月
番
土
屋
相
模
守
様
江
奉

願
上
伊
兵
衛
被
召
出
御
吟
味
以
前
欠
落
い
た
し
依
之
右
組
合
村
役
人
共
汐
日
切
尋
被
仰
不
尋
出
故
夫
々
御
答
相
分
伊
兵
衛
行
衛
不
尋
候
仰
付
且
当
寺
江
者
寺
法
通

可
口
目
旨
被
仰
渡
則
寺
法
之
通
庄
左
衛
門
江
離
縁
相
成
候
段
申
渡
寺
法
相
立
申
候

　
寺
法
定
例
廿
五
ケ
月
半
減
二
而
年
季
明
之
事

一
、
天
保
三
辰
年
八
月
上
州
伊
勢
崎
町
百
姓
平
三
郎
妹
ま
つ
抱
候
節
夫
嘉
代
次
郎
寺
法
相
拒
候
二
付
土
屋
相
模
守
江
奉
願
寺
法
相
立
申
憐

　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
三
四
ゼ
〉



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
三
四
八
）

　
　
右
先
例
為
見
合
記
置
候

　
一
、
寺
法
離
縁
状
左
之
通
り

　
　
　
　
　
　
離
縁
一
札
之
事

　
　
　
一
、
深
厚
之
宿
縁
浅
薄

　
　
　
　
　
之
事
不
有
私
後
日
難

　
　
　
　
　
他
江
嫁
与
一
言
違
乱

　
　
　
　
　
無
之
衡
而
如
件

　
（
1
2
）
　
こ
の
文
書
の
一
部
は
、
五
十
嵐
・
前
掲
一
二
四
－
二
孟
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
穂
積
．
前
掲
に
は
見
当
ら
な
い
。

　
一
九
　
こ
の
文
書
も
、
駈
入
女
の
取
扱
い
方
一
般
は
、
『
前
掲
の
も
の
と
ほ
ぽ
共
通
で
あ
る
が
、
若
干
異
な
つ
て
い
る
の
は
、
「
先
例
覚
書
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

附
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
満
徳
寺
独
特
の
離
縁
状
の
書
式
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
本
文
の
終
り
の
部
分
に
、
再
駈
入
の
女
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
願
つ
て
き
て
も
、
一
度
離
縁
が
で
き
た
者
で
あ
る
以
上
は
一
切
取
り
あ
げ
な
い
と
い
う
原
則
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
も
つ
と
も
、
そ
の
願
い
に
よ
つ
て
は
、
御
奉
行
所
へ
伺
い
の
上
で
取
計
ら
い
も
す
る
と
い
う
旨
の
但
書
が
つ
い
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
後

に
、
安
政
四
年
に
再
駈
入
の
一
件
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
月
番
奉
行
の
本
多
中
務
大
輔
に
願
つ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
度
限
り
と
い
う
こ
と
で
取
上
げ
に

な
り
、
寺
法
が
立
つ
こ
と
に
な
つ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
猛
）

　
こ
の
再
駈
入
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
満
徳
寺
よ
り
寺
社
奉
行
に
あ
て
た
吟
味
願
書
が
あ
る
の
で
、
つ
ぎ
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
以
書
付
奉
願
上
候

　
一
、
満
徳
寺
之
儀
者
重
キ
御
由
書
被
為
在
候
二
付
乍
恐
従
権
現
様
離
縁
役
寺
二
被
為
仰
赫
置
離
縁
再
縁
共
勤
来
り
候
処
今
般
日
下
数
馬
殿
之
知
行
所
総
州
豊
田
郡

水
海
道
村
権
内
娘
た
み
儀
当
十
月
三
日
満
徳
寺
江
駈
入
離
縁
相
願
候
二
付
始
末
承
り
糺
候
得
者
昨
卯
年
九
月
中
渡
辺
為
三
郎
殿
知
行
所
同
村
地
借
百
姓
庄
太
郎
ず

馴
合
誘
引
被
出
同
人
妾
妻
二
相
成
居
候
処
兎
角
家
内
不
熟
二
付
離
縁
相
願
候
旨
申
之
候
間
た
み
親
権
内
並
村
役
人
等
呼
寄
糺
之
上
可
相
成
丈
可
為
政
熟
与
庄
太
郎



方
江
懸
合
之
儀
申
諭
候
得
共
た
み
者
勿
論
権
内
並
村
役
人
倶
≧
縁
切
之
儀
申
立
別
紙
願
書
差
出
候
間
夫
庄
太
郎
方
江
離
縁
内
済
懸
合
之
儀
申
諭
為
懸
合
候
得
共
不

行
届
旨
権
内
申
立
候
間
同
村
庄
太
郎
並
村
役
人
等
呼
寄
可
為
政
内
済
与
種
≧
双
方
江
申
諭
候
得
共
庄
太
郎
義
一
躰
憎
蔑
罷
在
候
二
付
法
外
之
儀
共
申
居
示
談
不
相

成
無
余
儀
た
み
儀
者
寺
法
を
以
召
抱
置
右
庄
太
郎
儀
同
村
地
借
之
身
分
二
付
当
時
離
縁
一
札
請
取
双
方
村
役
人
封
印
之
上
夫
方
名
主
江
預
ケ
置
年
季
相
立
候
上
右

離
縁
一
札
女
方
名
主
江
相
渡
候
御
寺
法
二
付
庄
太
郎
江
其
段
申
渡
候
得
共
彼
是
与
相
拒
御
寺
法
差
支
相
成
奉
恐
入
候
間
何
卒
同
村
地
借
百
姓
庄
太
郎
並
村
役
入
江

召
出
御
吟
味
之
上
御
寺
法
相
立
候
様
仕
度
此
段
奉
願
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
上
州
徳
川
満
徳
寺
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
小
兵
衛

　
　
安
政
三
辰
年
十
月

　
　
　
　
　
寺
社
奉
行
所

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
水
海
道
村
・
権
内
娘
た
み
が
、
安
政
三
辰
年
一
〇
月
三
日
に
満
徳
寺
へ
駈
込
ん
だ
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
前
出
の
「
取
計

方
」
に
は
安
政
四
巳
年
に
再
駈
入
の
一
件
と
あ
る
。
同
一
人
の
事
件
に
ち
が
い
な
い
け
れ
ど
も
、
安
政
三
年
と
四
年
に
、
二
年
連
続
し
て
駈
入
つ

た
こ
と
に
な
る
の
か
、
か
な
り
疑
問
に
思
わ
れ
る
。

　
右
の
吟
味
願
書
に
よ
れ
ば
、
示
談
が
調
わ
な
い
の
で
余
儀
な
く
た
み
は
寺
法
を
も
つ
て
抱
え
お
き
、
離
縁
状
を
取
る
よ
う
夫
方
と
交
渉
し
た

が
、
解
決
で
き
ず
、
け
つ
き
よ
く
寺
社
奉
行
に
願
い
出
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
後
で
吟
味
が
始
ま
つ
た
と
す
る
と
、
翌
年
に
再
駈
入
と
い
う
の

は
、
お
そ
ら
く
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
寺
法
離
縁
と
す
れ
ば
、
年
季
二
五
ヵ
月
を
要
す
る
の
だ
か
ら
、
ま
つ
た
く
計
算
が
合
わ
な
い
し
、
内
済
離
縁
と
し
て
も
、
実
際
上
「
送
り
」
そ

の
他
の
手
続
の
関
係
が
あ
つ
て
、
離
縁
－
再
縁
i
再
駈
入
と
は
、
や
は
り
時
間
的
に
無
理
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
つ
て
、
寺
社
奉
行
の
吟
味
の
結
果
、
一
応
は
円
満
に
も
と
の
さ
や
へ
収
ま
り
、
翌
年
に
再
駈
入
と
な
つ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
両
文

書
の
年
号
の
記
載
の
ど
ち
ら
か
が
誤
つ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
再
駈
入
を
原
則
と
し
て
否
定
す
る
の
は
、
満
徳
寺
寺
法
の
特
徴
で
あ
り
、
注
意
す
べ
き
一
点
で
あ
る
。

　
　
　
縁
切
寺
と
L
て
め
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
三
四
九
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
三
丑
0
）

（
1
3
）
　
満
徳
寺
離
縁
状
に
つ
い
て
は
、
穂
積
・
前
掲
二
四
〇
頁
、
五
十
嵐
・
前
掲
二
〇
八
ー
二
〇
九
頁
に
も
出
て
い
る
。
一
般
の
離
縁
状
と
た
い
へ
ん
異
な
る
点
は
、
前
段

　
に
離
縁
の
事
実
ま
た
は
離
縁
の
理
由
の
記
載
が
な
く
、
代
り
に
一
種
独
自
の
文
章
を
も
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
意
味
は
、
「
夫
婦
は
二
世
」
と
い
わ
れ
る
ほ

　
ど
深
い
宿
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
べ
き
夫
婦
が
、
つ
い
に
別
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
つ
た
は
か
な
さ
を
述
べ
、
た
だ
そ
れ
が
私
事
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宿
命
的
な
も
の
に
よ
る

　
　
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
明
ら
か
に
仏
教
的
な
哲
理
で
あ
り
、
寺
法
に
よ
る
離
縁
状
と
し
て
は
、
適
切
な
風
格
を
そ
な
え

　
て
い
る
、
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
4

）
　
五
十
嵐
・
前
掲
一
二
五
－
一
二
六
頁
、
二
六
七
頁
に
よ
れ
ぽ
、
再
駈
入
不
許
可
の
原
則
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
例
外
的
事
件
の
吟
味
の
点
に
つ

　
　
い
て
は
、
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
二
〇
安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）
正
月
よ
り
書
き
始
め
ら
れ
た
寺
役
人
．
鈴
木
小
兵
衛
の
手
記
「
格
廉
記
下
調
帳
」
な
る
文
書
が
あ
る
。
そ

の
後
半
に
、
若
干
の
先
例
や
寺
法
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
安
政
二
二
卯
年
正
月
よ
り

　
　
格
廉
記
下
調
帳

　
御
旧
記
留

　
一
、
嘉
永
二
二
酉
年
八
月
御
当
山
之
儀
者
御
寺
柄
二
付
此
度
新
規
従
宗
対
馬
守
様
永
世
御
香
典
年
々
献
偏
被
政
候
御
同
所
江
被
差
置
候
御
書
付
控

　
宗
対
馬
守
殿
家
老
杉
村
但
馬
ニ
ハ
兼
而
熟
懇
二
付
式
時
徳
川
満
徳
寺
御
寺
柄
之
訳
を
但
馬
よ
り
対
馬
殿
江
委
細
之
話
為
有
之
被
相
聞
其
節
之
対
馬
殿
二
者
家
無

之
昇
官
恭
被
仰
御
高
思
忘
失
難
被
致
二
而
事
之
外
厚
き
事
二
而
不
苦
候
得
者
御
内
≧
御
香
典
被
相
偏
度
与
之
事
二
付
如
何
様
其
取
斗
可
申
上
及
返
答
候
処
則
御
内

≧
献
上
二
相
成
候
付
右
御
香
典
を
御
桐
堂
金
之
内
江
差
出
候
右
之
事
情
二
付
於
御
寺
茂
等
閑
可
相
心
得
筋
一
｝
無
之
依
而
対
州
家
之
位
牌
を
建
立
永
世
日
向
供
養
執

行
候
間
渡
世
等
閑
二
為
無
之
堅
書
残
候
事

　
　
　
　
　
　
満
徳
寺
隠
居
九
世
信
誉
本
栴

　
　
嘉
永
二
二
酉
年
八
月

　
　
通
例

　
文
政
七
申
年
四
月
房
州
長
□
郡
口
U
村
百
姓
太
郎
左
衛
門
後
家
よ
し
娘
み
え
女
房
同
様
本
妻
者
子
供
も
有
之
右
様
女
房
両
人
有
之
候
二
付
寺
法
定
例
並
廿
五
ケ

月
之
半
減
二
而
年
季
明
申
渡



　
　
寺
法
相
拒
二
而
御
奉
行
所
江
腰
立
ル

　
　
天
保
三
辰
年
九
月
上
州
佐
位
郡
伊
勢
町
百
姓
平
三
郎
妹
ま
つ
結
納
請
取
引
移
不
申
内
離
縁
願
之
節
寺
法
定
例
廿
五
ケ
月
半
減
二
而
年
季
明
申
渡

　
一
、
召
抱
二
致
置
候
も
の
夫
抱
中
病
死
之
節
者
出
役
之
上
二
而
夫
親
又
者
兄
之
類
汐
無
構
書
付
請
取
可
申
候
事

　
一
、
女
子
方
二
付
結
納
請
取
未
引
移
不
申
駈
入
候
も
の
は
半
減
二
而
年
季
差
許
候
事

　
一
、
女
房
同
様
之
妾
妻
有
之
候
と
の
者
半
減
二
而
差
許
候
事

　
一
、
一
昨
年
中
妾
の
ふ
小
供
両
人
一
同
暮
居
候
処
其
後
長
屋
二
差
置
候
事

　
こ
の
文
書
に
も
、
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
駈
入
女
の
寺
抱
え
中
に
夫
が
死
亡
し
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
出
役
の
上
、
夫
の
親
ま
た
は
兄
等
か
ら
、
離
縁
状
を
取
る
よ
う

に
な
つ
て
い
る
。

　
江
戸
期
の
結
婚
が
、
夫
と
妻
と
の
個
人
的
な
結
び
つ
き
で
な
く
、
ま
さ
に
家
と
家
と
の
結
び
つ
き
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
夫
の
死
亡
後
も
妻
は

夫
の
家
の
「
嫁
」
で
あ
り
、
そ
の
妻
が
再
縁
す
る
た
め
に
は
、
婚
家
か
ら
離
縁
状
を
取
る
こ
と
を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
。
俗
に
「
舅
去
り
」
と
い

わ
れ
る
事
例
に
ぞ
く
す
る
。

　
第
二
に
、
「
半
限
抱
」
の
他
の
場
合
が
出
て
い
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
夫
婦
生
活
の
実
体
を
伴
わ
な
い
婚
約
を
解
消
す
る
場
合
に
、

「
半
限
抱
」
と
し
て
年
季
二
五
ヵ
月
が
二
分
の
一
の
一
ニ
ヵ
月
半
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
文
書
で
み
る
と
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
駈
入
女
が

妻
同
様
の
妾
で
あ
つ
た
場
合
、
つ
ま
り
挙
式
そ
の
他
の
手
続
を
ふ
ん
で
い
な
い
が
、
事
実
上
夫
婦
同
様
の
者
で
あ
り
た
場
合
－
現
代
風
に
い
え

ぽ
、
い
わ
ゆ
る
内
縁
か
ー
に
も
、
同
じ
く
「
半
限
抱
」
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
東
慶
寺
の
年
季
二
分
の
一
の
場
合
ー
す
な
れ
ち
「
半
下
」
i
に
は
、
か
よ
う
な
も
の
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
子
供
づ
れ
で
駈
入
つ
た
ら
し
い
記
録
が
み
え
て
、
興
味
を
ひ
く
。
子
供
も
一
所
に
長
屋
住
い
を
許
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
他
に
資
料
が

　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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三
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一
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縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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三
五
二
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な
ぐ
、
詳
し
い
こ
と
は
解
ら
な
い
。

　
東
慶
寺
の
方
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
事
例
は
あ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
詳
か
に
し
な
い
。
も
つ
と
も
、
川
柳
と
し
て
残
つ
て

い
る
も
の
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　
　
鎌
倉
の
牢
は
だ
い
て
て
入
れ
ら
れ
ず

　
　
張
つ
て
居
る
乳
は
菊
岡
松
ケ
岡

　
　
松
ケ
岡
目
へ
さ
す
程
は
ま
だ
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巧
）

　
第
一
の
句
に
つ
い
て
、
穂
積
博
士
は
「
乳
呑
子
を
手
放
し
て
は
い
つ
た
の
も
あ
ら
う
」
と
註
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
逆
に
、
子
供
づ
れ
の
入

寺
は
あ
つ
た
の
か
ど
う
か
。
妊
娠
中
の
妻
が
駈
入
つ
て
か
ら
出
産
す
る
よ
う
な
事
例
も
あ
る
は
ず
で
、
川
柳
に
は
、
つ
ぎ
の
句
も
あ
る
。

　
　
時
と
し
て
緑
も
出
来
る
松
ケ
岡

　
（
1
5
）
　
穂
積
・
前
掲
一
九
五
頁
．
な
お
、
こ
こ
に
掲
げ
た
川
柳
は
、
便
宜
上
、
す
べ
て
同
書
か
ら
借
用
し
た
。

四
内
済
示
談
の
事
例

　
卿
二
　
さ
て
、
以
上
で
、
満
徳
寺
の
も
つ
て
い
る
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能
は
、
ほ
ぽ
明
ら
か
に
な
つ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
現
存
の
資
料
を

紹
介
し
な
が
ら
、
各
種
の
事
例
を
眺
め
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能
は
、
い
わ
ゆ
る
年
季
を
つ
と
め
る
、
つ
ま
り
所
定
期
間
の
入
寺
に
よ
る
寺
法
離
縁
と
、
関
係

当
事
者
間
の
和
解
を
す
す
め
る
、
い
わ
ぽ
一
種
の
調
停
に
相
当
す
る
内
済
離
縁
と
の
両
者
に
分
か
れ
る
が
、
ま
ず
こ
こ
で
は
、
後
者
す
な
わ
ち
内

済
示
談
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
後
者
の
方
が
、
む
し
ろ
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
よ
く
示
し
て
い
ぐ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

t
．
ま
実
こ
の
方
面
に
、
私
共
の
発
冤
し
流
若
午
の
噺
資
料
が
あ
ゐ
か
ら
で
あ
る
．
な
お
、
示
談
に
よ
つ
て
椚
満
に
も
と
の
さ
や
へ
涙
つ
た
、
船



わ
ゆ
る
『
再
縁
」
の
事
例
も
あ
る
の
で
、
併
せ
て
紹
介
す
る
．

　
そ
の
他
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
大
部
に
な
り
そ
う
で
、
既
に
予
定
の
紙
数
を
だ
い
ぶ
超
え
て
い
る
の
で
、
他
日
の
機
会
に
ゅ
ず
ウ
た

い
と
思
う
。

　
二
二
　
内
済
示
談
の
も
つ
と
も
適
切
な
事
例
と
し
て
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
の
下
総
国
上
山
川
村
．
喜
十
郎
妻
い
く
の
一
件
書
類
が

　
（
1
）

あ
る
。
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
五
通
の
文
書
か
ら
成
つ
て
い
る
。

下
総
国
上
山
川
村
女
離
縁
取
扱
候
儀
二
付
書
五
通
写

　
　
　
　
　
　
　
上
州
徳
川
満
徳
寺
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
分
右
衛
門

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

　
坂
部
謙
蔵
知
行
所
野
州
河
内
郡
三
村
名
主
兵
蔵
奉
申
上
候
私
娘
い
く
儀
去
ル
丑
年
中
媒
有
之
御
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
様
御
支
配
所
下
総
国
結
城
郡
上
山
川
村
組

頭
喜
兵
衛
伜
喜
十
郎
妻
二
差
遣
置
候
処
夫
喜
十
郎
乱
心
同
様
之
者
二
而
い
く
を
及
打
櫛
候
義
数
度
有
之
既
昨
年
二
月
中
喜
十
郎
汐
い
く
江
離
縁
一
札
相
渡
何
方
江

成
共
可
立
去
様
申
聞
其
上
脇
差
を
以
追
出
し
一
命
も
危
く
逃
去
親
類
重
助
方
江
参
り
右
之
次
第
申
聞
候
間
驚
入
早
≧
右
之
趣
親
兵
蔵
江
申
聞
候
処
可
相
成
丈
ケ
熟

縁
可
為
政
与
存
媒
人
を
以
夫
喜
十
郎
方
江
類
度
及
懸
合
候
処
彼
是
不
当
申
居
左
候
得
者
い
く
相
返
し
候
共
亦
≧
右
躰
之
儀
も
難
斗
候
二
付
再
縁
い
た
し
兼
依
而
夫

喜
十
郎
方
江
い
く
持
参
衣
類
品
≧
相
渡
候
様
懸
合
仕
候
処
人
別
送
り
差
越
有
之
候
問
当
人
可
引
渡
旨
申
之
再
≧
応
掛
合
候
得
共
差
出
置
候
離
縁
状
之
儀
者
反
古
二

候
間
荷
物
難
差
戻
旨
申
聞
不
法
之
申
分
無
此
上
心
外
至
極
二
存
候
間
右
村
役
人
方
江
罷
出
当
人
江
利
解
申
聞
此
段
将
明
候
様
申
入
相
頼
候
得
共
是
亦
彼
是
与
將
明

不
申
無
拠
延
引
置
有
候
処
当
三
月
廿
五
日
喜
十
郎
汐
兵
蔵
方
江
申
来
候
者
前
≧
汐
相
談
し
候
通
り
離
縁
状
二
者
無
之
反
古
二
候
旨
申
断
左
候
得
者
離
縁
相
拒
品
物

引
留
置
其
上
離
縁
趣
意
金
等
請
取
候
存
意
与
相
見
江
当
惑
罷
在
候
処
い
く
儀
存
詰
今
般
御
当
山
様
江
駈
入
奉
歎
願
候
二
付
私
共
御
呼
出
し
相
成
始
末
御
尋
二
付
奉

申
上
候
誠
以
難
渋
至
極
二
御
座
候
間
何
卒
格
別
之
以
御
憐
慾
い
く
願
之
通
り
離
縁
之
上
持
参
之
品
≧
差
戻
候
様
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
坂
部
謙
蔵
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
野
州
河
内
郡
三
村

　
安
政
四
年
巳
四
月
七
日

　
　
　
嫁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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（
三
五
三
）



縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

四
四

（
三
五
四
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
兵
蔵

　
　
　
　
　
井
戸
対
馬
守
知
行
所

　
　
　
　
　
同
州
都
賀
郡
延
島
村

　
　
　
　
　
　
親
類
重
助
煩
二
付
代
伜

　
　
　
　
　
　
差
添
人
重
之
助

徳
川
満
徳
寺
様

　
御
役
人
中
様

　
其
配
下
喜
兵
衛
伜
喜
十
郎
前
女
房
い
く
御
当
山
江
駈
入
離
縁
御
寺
法
相
願
候
二
付
実
家
之
者
共
呼
出
篤
与
相
糺
候
処
喜
十
郎
離
縁
状
差
出
置
内
縁
有
之
趣
申
い

く
荷
物
等
留
置
候
様
申
立
候
然
ル
上
者
可
内
済
申
付
候
間
村
役
人
情
≧
取
扱
急
速
示
談
行
届
候
様
可
政
若
示
談
不
行
届
申
分
有
之
お
ゐ
て
ハ
申
≧
喜
十
郎
並
親
類

粗
合
召
連
可
相
越
遠
書
二
付
双
方
難
渋
不
相
成
様
書
付
以
相
達
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
満
徳
寺
役
人

　
　
巳
四
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
下
総
国
結
城
郡
上
山
川
村

　
　
　
　
　
　
　
名
主
中

　
　
　
　
　
　
　
組
頭

　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
歎
願
申
上
候

一
、
伊
奈
半
左
衛
門
御
代
官
所
下
総
国
結
城
郡
上
山
川
村
組
頭
喜
兵
衛
親
類
惣
代
八
右
衛
門
同
奉
申
上
候
右
喜
兵
衛
嫁
い
く
離
縁
願
御
寺
法
之
儀
二
付
御
当
山
様

江
駈
入
候
趣
を
以
御
達
書
三
村
兵
蔵
代
兵
助
並
延
島
村
重
助
両
人
持
参
被
相
附
頂
戴
奉
拝
見
候
処
猶
亦
御
達
書
頂
戴
拝
見
奉
恐
入
罷
出
候
二
付
御
達
書
持
参
不
仕

速
≧
御
利
解
被
仰
付
奉
恐
入
候
依
之
少
々
御
猶
予
被
成
下
置
候
様
歎
願
奉
申
上
候
処
格
別
以
御
慈
悲
御
聞
済
被
成
下
置
難
有
仕
合
奉
存
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
右
村
組
頭
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
惣
代
八
右
衛
門

　
安
政
四
巳
年
四
月



　
　
　
徳
川
満
徳
寺
様

　
　
　
　
御
役
人
中
様

　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候

　
伊
奈
半
左
衛
門
御
代
官
所
下
総
国
結
城
郡
上
山
川
村
組
頭
喜
兵
衛
並
親
類
惣
代
八
右
衛
門
一
同
申
上
候
先
達
而
右
喜
兵
衛
嫁
い
く
離
縁
御
寺
法
之
儀
二
付
御
当

山
様
江
駈
入
候
趣
を
以
私
共
方
江
御
達
書
御
下
被
成
拝
見
奉
恐
入
候
二
付
差
急
候
故
□
仕
差
出
此
段
御
日
延
御
歎
願
奉
申
上
候
処
格
別
御
仁
恵
を
以
御
聞
済
被

成
下
難
有
仕
合
奉
存
候
然
ル
上
者
当
月
十
二
日
迄
無
相
違
御
返
鑑
奉
申
上
候
間
御
日
延
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
右
願
之
通
り
御
聞
済
被
成
下
置
候
ハ
≧
難
有
仕
合

奉
存
候
以
上

　
安
政
四
巳
年
五
月
朔
日
　
右
村
組
頭
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
惣
代
差
添
人
八
右
衛
門

　
　
徳
川
満
徳
寺
様

　
　
　
御
役
人
中
様

　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
日
延
奉
願
上
候

一
、
野
州
河
内
郡
三
村
名
主
兵
蔵
並
下
総
国
結
城
郡
上
山
川
村
組
頭
喜
兵
衛
外
一
同
奉
申
上
候
私
共
一
件
蒙
厚
御
利
解
奉
恐
入
夫
≧
相
懸
合
候
処
示
談
行
届
則
兵

蔵
♂
結
納
金
之
内
三
両
式
分
差
出
し
然
ル
上
者
喜
兵
衛
∂
い
く
持
参
之
衣
類
品
≧
不
残
兵
蔵
方
江
繰
戻
し
候
筈
議
定
仕
候
依
而
者
双
方
共
一
先
帰
村
仕
右
品
物
取

調
候
上
金
子
引
替
取
引
い
た
し
度
右
立
合
と
し
て
当
郷
儀
右
衛
門
儀
双
方
汐
相
頼
出
張
仕
候
間
何
卒
来
ル
十
二
日
迄
御
日
延
御
猶
予
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
此
段

御
聞
済
二
相
成
候
上
者
日
限
無
相
違
一
同
罷
出
済
口
証
文
可
奉
差
上
候
問
右
願
之
通
り
被
仰
付
度
偏
二
奉
願
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
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行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
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内
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安
政
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日
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人
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助

　
　
　
　
　
　
　
　
御
代
官
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伊
奈
半
左
衛
門
支
配
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
総
国
結
城
郡
上
山
川
村

　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
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四
五
　
　
　
（
三
－
五
五
）



縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

　
　
　
　
　
　
組
頭
喜
兵
衛

　
　
　
　
差
添
人
親
類
八
右
衛
門

徳
川
満
徳
寺
様

　
御
役
人
中
様

四
六

（
三
五
六
）

　
右
五
通
の
う
ち
、
第
一
の
も
の
は
、
女
の
親
か
ら
満
徳
寺
へ
差
出
し
た
願
書
で
あ
る
が
、
夫
が
乱
心
同
様
の
者
で
虐
待
を
し
た
と
い
う
事
実
を

具
体
的
に
あ
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
腫
の
文
書
と
し
て
、
た
い
へ
ん
珍
ら
し
い
。
こ
の
夫
は
、
一
度
書
い
て
渡
し
た
離
縁
状
を
「
反
古
」
に
す
ぎ

な
い
か
ら
無
効
の
も
の
と
し
て
、
離
縁
を
承
知
せ
ず
、
困
り
は
て
た
女
の
親
か
ら
願
書
が
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
満
徳
寺
方
で
そ
の
離
縁
状
を
有
効
と
み
と
め
、
内
済
示
談
に
せ
よ
と
諭
し
た
の
が
、
第
二
の
文
書
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
関
係
当
事
者
間
の
示
談
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
夫
喜
十
郎
の
説
得
が
な
か
な
か
出
来
な
い
の
で
「
少
々
御
猶
予
」
と
「
御
日
延
」
を
申

出
た
の
が
、
第
三
お
よ
び
第
四
の
文
書
で
あ
る
。

　
さ
い
ご
に
、
第
五
の
文
書
で
は
、
再
日
延
を
願
う
と
と
も
に
、
結
納
金
の
一
部
返
還
と
嫁
入
荷
物
の
返
還
と
い
う
条
件
で
示
談
が
成
つ
た
旨
を

述
べ
、
最
終
的
な
手
続
で
あ
る
「
済
口
証
文
」
を
間
違
い
な
く
提
出
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
文
書
の
主
要
部
分
な
、
穂
積
・
前
掲
二
六
一
－
二
六
六
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
五
十
嵐
・
前
掲
一
九
一
ー
一
九
六
頁
に
ほ
ぼ
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い

　
る
。
本
稿
に
再
掲
す
る
の
は
、
い
か
に
も
重
複
す
る
よ
う
で
気
が
ひ
け
る
が
、
論
旨
展
開
の
順
序
と
し
て
お
許
し
願
い
た
い
。

　
二
三
　
以
上
の
文
書
を
眺
め
れ
ば
、
大
体
の
経
過
が
察
せ
ら
れ
る
が
、
示
談
の
条
件
と
し
て
、
結
納
金
の
一
部
返
運
と
嫁
入
荷
物
の
返
還
が
合

意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
離
縁
の
申
出
が
妻
方
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
と
、
他
面
、
離
縁
に
至
つ
た
事
清
と
し
て
夫
の
責
任
が
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。

　
な
お
、
右
の
第
五
の
文
書
の
な
か
で
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
後
に
「
済
口
証
文
」
が
出
さ
れ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は



ず
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
れ
は
一
件
書
類
の
な
か
に
見
出
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
し
か
し
、
別
の
事
件
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
「
済
口
証
文
」
の
事
例
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
つ
ぎ
に
掲
げ
為
。
こ
れ
は
、
安
政
七
年
（
一
八

六
〇
年
）
、
武
州
成
塚
村
・
市
之
助
子
分
そ
よ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
事
件
と
交
渉
の
経
過
を
述
べ
、
け
つ
き
よ
く
市
之
助
よ
り
「
趣

意
金
三
両
弐
分
」
を
出
す
こ
と
で
示
談
が
ま
と
ま
り
、
内
済
に
な
つ
た
か
ら
、
寺
抱
え
中
の
そ
よ
を
市
之
助
方
へ
お
下
げ
い
た
だ
き
た
い
、
と
い

う
趣
旨
に
な
つ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
内
済
に
な
つ
た
こ
と
の
報
告
と
、
女
の
身
柄
引
取
願
と
の
両
者
を
兼
ね
る
書
面
と
い
え
よ
う
。

　
文
中
、
市
之
助
子
分
と
し
て
、
市
之
助
娘
と
な
つ
て
い
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
市
之
助
の
養
女
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
趣
意
金
」
と
は
、
現
在
の
慰
籍
料
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
差
上
申
済
口
証
文
之
事

　
一
、
黒
田
伊
勢
守
領
分
武
州
榛
沢
郡
成
塚
村
組
頭
市
之
助
子
分
そ
よ
儀
今
般
為
離
縁
願
与
御
当
山
様
江
駈
入
侯
二
付
私
共
一
同
召
出
し
相
成
御
糺
之
上
示
談
内
済

　
可
致
候
様
厚
御
利
解
被
仰
渡
承
知
奉
畏
依
之
同
郡
矢
嶋
村
百
姓
与
兵
衛
伜
夫
啓
次
郎
方
へ
示
談
懸
合
仕
度
奉
存
候
問
一
ト
先
立
戻
り
右
趣
合
申
御
日
延
奉
願
上
矢

　
嶋
村
方
へ
罷
越
懸
合
お
よ
び
候
処
夫
啓
次
郎
に
お
ゐ
て
も
再
縁
之
義
相
歎
き
候
間
同
人
並
親
類
差
添
へ
一
同
罷
出
そ
よ
儀
御
腰
懸
迄
御
下
願
上
種
之
異
見
差
加
へ

　
候
得
共
納
篤
不
仕
無
余
儀
右
之
趣
夫
啓
次
郎
へ
申
聞
候
処
離
縁
差
拒
彼
是
差
縫
候
処
中
瀬
村
百
姓
源
兵
衛
安
五
郎
両
人
立
入
情
≧
取
扱
候
処
夫
啓
次
郎
義
も
御
寺

　
法
之
趣
早
速
相
弁
示
談
之
上
離
縁
内
済
行
届
キ
則
市
之
助
よ
り
離
縁
為
趣
意
金
三
両
弐
分
差
出
し
夫
啓
次
郎
受
取
候
同
人
汐
そ
よ
身
分
以
来
何
方
へ
縁
付
候
共
差

　
構
無
之
二
付
離
別
一
札
差
出
し
市
之
助
受
取
之
双
方
二
お
ゐ
て
聯
申
し
分
無
御
座
熟
談
内
済
二
相
成
偏
二
御
威
光
与
一
同
難
有
仕
合
二
奉
存
然
ル
上
者
そ
よ
身
分

　
親
分
市
之
助
方
へ
御
下
ケ
被
成
下
度
奉
願
上
候
此
段
御
聞
済
相
成
候
上
者
双
方
共
重
而
御
願
筋
毛
頭
無
御
座
為
後
日
差
上
申
連
印
済
口
証
文
依
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
伊
勢
守
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
州
榛
沢
郡
成
塚
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
市
之
助
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
　
類

　
　
　
安
政
七
年
　
　
　
　
差
添
人
半
兵
衛
㊥

　
　
　
　
申
二
月
廿
八
日

　
　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
三
五
七
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
三
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
安
部
摂
津
守
領
分

　
　
　
　
　
　
同
州
同
郡
矢
嶋
村

　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
与
兵
衛
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
次
郎
（
爪
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
親
　
類
兼
元
次
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
組
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
役
人
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
次
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
差
添
人

　
　
　
　
　
長
谷
川
太
郎
兵
衛
知
行
所

　
　
　
　
　
　
同
州
同
郡
中
瀬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
差
添
人
百
姓
源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
五
郎

　
　
　
徳
川
満
徳
寺
様

　
　
　
　
御
役
人
中
様

（
2
）
　
こ
の
文
書
は
、
尾
島
町
在
住
・
金
子
規
矩
雄
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

　
二
四
　
つ
ぎ
に
、
も
う
』
一
通
の
「
済
口
証
文
」
が
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
、
こ
れ
は
前
部
と
後
部
と
が
ち
ぎ
れ
て
、
中
央
の
部
分
し
か
残
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
な
い
ー
し
た
が
つ
て
年
号
も
は
つ
き
り
し
な
い
。
資
料
と
し
て
は
た
い
へ
ん
不
備
な
も
の
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
前
　
　
断

当
人
見
当
り
候
上
済
方
い
た
し
候
様
御
利
解
被
仰
聞
候
処
次
右
衛
門
勝
手
合
を
以
逸
作
二
成
代
り
当
時
済
方
い
た
し
度
旨
二
付
口
U
立
入
清
吉
汐
趣
意
差
出
し
次

右
衛
門
是
を
受
取
と
め
所
持
之
品
相
返
逸
作
身
分
之
儀
者
次
右
衛
門
□
五
右
衛
門
引
請
構
之
離
縁
状
差
出
双
方
申
分
無
御
座
示
談
之
上
内
済
二
相
成
遍
二
御
威
光

与
一
同
難
仕
合
二
奉
存
候
溶
上
者
後
日
逸
作
罷
出
候
共
右
両
人
二
而
引
請
候
上
老
双
方
共
預
ケ
間
□
儀
奉
申
上
間
敷
侯
間
何
卒
と
め
義
清
吉
方
へ
御
下
ケ
被
成
下

候
様
奉
願
上
候
依
而
済
口
一
札
伽
而
如
件



　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
志
摩
守
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
州
佐
位
郡
中
島
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
清
吉
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
園
助
㊥

　
　
　
　
　
後
　
　
断

　
右
の
文
書
で
は
、
「
趣
意
差
出
し
…
…
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
前
出
の
「
趣
意
金
」
を
提
供
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
女
の
所
持
品
を
返
す
こ
と

に
な
つ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
夫
の
逸
作
は
ど
こ
か
へ
行
つ
て
い
る
と
み
え
て
、
そ
の
親
類
で
あ
ろ
う
次
右
衛
門
な
る
人
物
が
代
理
を
つ
と
め
て

い
る
の
が
、
・
注
意
を
ひ
く
。

　
（
3
）
　
川
越
氏
所
蔵
の
満
徳
寺
関
係
資
料
の
な
か
に
見
出
さ
れ
た
。
資
料
と
し
て
不
備
な
た
め
か
、
穂
積
博
士
も
五
十
嵐
氏
も
、
注
意
し
て
お
ら
れ
な
い
。

　
二
五
　
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
満
徳
寺
研
究
は
、
主
と
し
て
寺
に
保
存
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
、
し
た
が
つ
て
問
題
を
寺
側
か
ら
眺
め
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
珍
ら
し
い
こ
と
に
、
村
側
な
い
し
関
係
当
事
者
側
か
ら
見
た
資
料
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
．

　
弘
化
三
年
（
一
八
六
四
年
）
の
と
ら
一
件
書
類
で
、
碓
氷
郡
五
料
村
の
旧
名
主
宅
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
、
安
中
藩
の
役
所
に
提

出
し
た
文
書
の
写
し
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
掲
げ
よ
う
。

　
　
支
配
下
次
右
衛
門
娘
と
ら
為
離
縁
願
与
当
寺
へ
駈
入
候
付
次
右
衛
門
並
親
類
組
合
之
も
の
召
連
早
二
可
被
相
越
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
満
徳
寺
役
人
㊥

　
　
午
十
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
碓
氷
郡
五
料
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

　
　
右
之
通
徳
川
満
徳
寺
様
汐
当
村
御
百
姓
次
右
衛
門
江
御
呼
状
昨
廿
五
日
至
来
仕
候
二
付
右
次
右
衛
門
並
親
類
組
合
之
も
の
召
連
組
頭
猪
左
衛
門
罷
出
度
奉
存
候

　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
三
五
九
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

間
此
段
御
呼
状
写
仕
乍
恐
御
届
奉
申
上
候
猶
又
追
而
帰
村
之
上
右
始
末
御
届
可
奉
申
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
小
一
左
衛
門
㊥

弘
化
三
年

　
午
十
月
廿
六
日

’’　　’’　　”　　〃　　〃　　”

九
右
衛
門
㊥

□
二
右
衛
門
㊥

源
兵
衛
㊥

猪
左
衛
門
㊥

嘉
左
衛
門
㊥

安
之
亟
㊥

五
〇

（
一
一
＝
ハ
《
V
）

名
主
金
左
衛
門
㊥

〃
　
平
兵
衛
㊥

安
中
御
役
所
様

　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候

一
、
去
月
廿
五
日
徳
川
満
徳
寺
様
イ
当
村
御
百
姓
次
右
衛
門
御
呼
状
至
来
仕
候
二
付
其
節
御
届
奉
申
上
候
う
組
頭
猪
左
衛
門
当
人
親
類
組
合
之
者
共
召
連
罷
出
御

届
申
上
候
処
寺
役
場
江
御
呼
出
御
尋
之
趣
者
其
方
娘
と
ら
儀
拾
壱
ケ
年
以
前
申
年
隣
村
高
梨
子
村
百
姓
源
吉
伜
栄
吉
女
房
二
差
遣
候
処
夫
婦
中
不
合
二
而
難
渋
二

付
此
節
当
寺
へ
離
縁
為
願
与
駈
入
候
旨
被
仰
聞
右
二
付
次
右
衛
門
申
上
候
儀
者
被
仰
聞
通
是
迄
夫
婦
中
不
宜
候
二
付
度
≧
立
帰
候
得
共
種
≧
利
害
申
聞
相
返
候
得

共
不
止
事
を
此
ハ
度
無
拠
御
当
寺
へ
参
り
御
願
出
仕
恐
入
候
始
末
二
者
候
得
共
能
≧
之
儀
御
聞
候
間
御
上
様
之
御
思
召
ヲ
以
離
縁
相
成
候
様
遍
二
奉
願
上
候
段
申

上
候
得
者
至
極
御
尤
被
思
召
然
ル
上
者
日
延
相
願
高
梨
子
村
役
元
江
篤
与
掛
合
示
談
行
届
候
様
可
仕
候
若
夫
方
二
お
ゐ
て
是
迄
之
通
不
筋
申
募
候
ハ
≧
其
段
早
速

可
申
出
旨
被
仲
聞
右
二
付
日
数
仰
付
候
二
付
昨
三
日
一
同
帰
村
仕
候
依
之
右
始
末
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村

　
弘
化
三
午
年
十
一
月
四
日
　
組
頭
小
一
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
九
右
衛
門
㊥



”
　
口
二
右
衛
門
㊥

〃
　
猪
左
衛
門
㊥

κ
　
嘉
左
衛
門
㊥

π
　
安
之
亟
㊥

名
主
金
左
衛
門
㊥

〃
　
平
兵
衛
㊥

安
中
御
役
所
様

　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候

一
、
当
村
百
姓
次
右
衛
門
娘
と
ら
徳
川
満
徳
寺
様
江
離
縁
為
願
与
駈
入
候
一
条
去
ル
四
月
御
届
奉
申
上
候
通
直
様
高
梨
子
村
役
人
方
江
罷
趣
当
人
方
御
聞
糺
離
縁

被
敦
侯
哉
又
者
再
縁
相
願
候
哉
何
レ
両
様
之
御
挨
拶
被
下
候
様
掛
合
罷
帰
候
処
同
五
日
同
村
組
頭
友
右
衛
門
殿
罷
越
昨
日
御
掛
合
之
段
村
方
源
吉
伜
永
吉
女
房
と

ら
満
徳
寺
様
へ
離
縁
為
願
与
駈
入
候
趣
同
人
方
へ
申
聞
候
処
聯
承
知
仕
右
付
而
者
初
子
壱
人
有
之
候
間
外
え
置
候
も
歎
敷
候
間
同
様
差
遣
申
度
旨
申
聞
候
二
付
私

共
よ
り
次
右
衛
門
江
も
申
聞
候
処
迷
惑
ニ
ハ
有
之
候
得
共
乳
呑
子
二
候
得
者
歎
敷
候
間
引
取
世
話
致
し
可
遣
段
承
知
仕
候
二
付
双
方
示
談
行
届
翌
六
日
高
梨
子
村

江
罷
出
離
縁
一
札
請
取
申
候
依
之
徳
川
へ
罷
出
願
下
ケ
仕
度
当
人
引
取
連
戻
申
度
次
右
衛
門
召
連
組
頭
猪
左
衛
門
罷
出
申
度
奉
存
候
間
此
段
乍
恐
以
書
付
御
届
奉

申
上
候
猶
又
追
而
帰
村
右
始
末
御
届
致
可
奉
申
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
小
一
左
衛
門
㊥

　
　
弘
化
三
午
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
九
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
□
二
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
源
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
嘉
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
猪
左
衛
門
㊥

縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

五
一

八
三
六
一
）



縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

五
二

（
一
一
＝
ハ
ニ
）

〃
　
安
之
亟
㊥

名
主
金
左
衛
門
㊥

〃
　
平
兵
衛
㊥

安
中
御
役
所
様

　
　
　
差
上
申
済
口
証
文
之
事

一
、
板
倉
伊
予
守
領
分
当
国
碓
氷
郡
五
料
村
百
姓
次
右
衛
門
奉
申
上
候
と
ら
義
今
般
御
当
山
様
江
駈
入
離
縁
相
願
申
上
候
二
付
私
共
一
同
御
召
出
し
相
成
候
処
御

調
中
御
日
延
一
先
帰
村
相
願
高
梨
子
村
百
姓
源
吉
枠
夫
栄
吉
方
江
示
談
掛
合
仕
候
処
少
≧
趣
意
金
差
出
し
然
上
者
構
無
之
離
縁
一
札
請
取
之
示
談
内
済
相
成
誠
二

御
威
光
与
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
然
上
者
右
と
ら
儀
次
右
衛
門
方
江
御
下
ケ
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
此
末
と
ら
身
分
二
付
何
向
様
義
出
来
候
共
少
茂
御
苦
難
相
掛

申
間
敷
候
依
之
為
後
日
差
上
申
済
口
証
文
依
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
伊
予
守
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
国
碓
氷
郡
五
料
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
次
右
衛
門

　
　
弘
化
三
年
　
　
　
粗
合
惣
代
権
兵
衛

　
　
　
午
十
一
月
九
日
名
主
組
頭
伊
左
衛
門

　
　
徳
川
満
徳
寺
様

　
　
　
御
役
人
中
様

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候

一
、
徳
川
満
徳
寺
様
江
当
村
御
百
姓
次
右
衛
門
娘
と
ら
離
縁
為
願
与
駈
入
候
二
付
高
梨
子
村
へ
掛
合
候
処
示
談
行
届
候
間
当
八
日
御
届
奉
申
上
組
頭
猪
左
衛
門
次

右
衛
門
召
連
願
下
ケ
ニ
而
罷
出
先
達
之
御
日
延
願
上
一
先
帰
村
仕
高
梨
子
村
役
人
方
江
離
縁
掛
合
仕
候
処
示
談
行
届
離
縁
一
札
請
取
候
趣
一
札
奉
差
上
候
御
聞
済

二
相
成
御
呼
出
し
駈
入
人
と
ら
聯
御
下
ケ
被
成
下
候
二
付
引
取
ロ
ロ
仕
口
H
H
U
帰
村
仕
候
依
之
奉
差
上
候
一
札
別
紙
写
仕
相
添
右
始
末
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申

上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村



緯
頭
小
一
左
衛
門
㊥

”　　〃　　”　　〃　　〃　　〃

九
右
衛
門
㊥

□
二
右
衛
門
㊥

源
兵
衛
㊥

猪
左
衛
門
㊥

嘉
左
衛
門
㊥

安
之
亟
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
金
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
平
兵
衛
㊥

　
　
　
安
中
御
役
所
様

　
以
上
の
よ
う
に
、
五
通
の
書
類
か
ら
成
つ
て
い
る
が
、
第
一
の
も
の
は
、
次
右
衛
門
娘
と
ら
が
離
縁
の
た
め
駈
入
つ
た
旨
の
寺
側
か
ら
の
通
知

を
受
け
た
の
で
、
次
右
衛
門
や
親
類
の
者
を
連
れ
て
組
頭
等
の
関
係
当
事
者
が
満
徳
寺
へ
出
頭
す
る
と
い
う
届
書
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
で
、
追
て

帰
村
の
上
は
、
そ
の
始
末
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
報
告
書
に
当
る
も
の
が
、
第
二
の
文
書
で
あ
る
。

　
こ
の
第
二
の
も
の
で
は
、
一
同
が
満
徳
寺
に
出
頭
し
、
寺
側
か
ら
、
離
縁
に
な
る
よ
う
取
計
ら
う
か
ら
、
ま
ず
当
事
者
で
夫
方
と
交
渉
し
示
談

が
成
立
す
る
よ
う
に
努
力
せ
よ
と
い
わ
れ
て
帰
つ
て
き
た
旨
を
、
届
出
て
い
る
。

　
第
三
の
も
の
で
は
、
夫
方
と
の
交
渉
の
経
過
を
簡
単
に
説
明
し
、
け
つ
き
よ
く
乳
呑
子
一
人
を
妻
方
で
引
取
つ
て
世
話
す
る
こ
と
で
示
談
が
ま

と
ま
り
、
離
縁
状
を
受
取
つ
た
か
ら
、
再
び
父
親
の
次
右
衛
門
を
連
れ
て
組
頭
等
が
満
徳
寺
へ
出
頭
し
、
女
を
引
取
り
連
戻
し
て
く
る
予
定
で
あ

る
こ
と
を
、
述
べ
て
い
る
。

　
第
四
の
も
の
は
、
寺
方
へ
差
出
し
た
い
わ
ゆ
る
「
済
口
証
文
」
で
あ
る
。
内
容
は
、
前
掲
の
他
の
「
済
口
証
文
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
交
渉
の
経

過
を
記
し
た
上
で
「
少
々
趣
意
金
差
出
」
す
と
い
う
こ
と
で
示
談
が
ま
と
ま
り
、
離
縁
状
を
受
取
つ
た
か
ら
、
駈
入
つ
た
女
と
ら
を
父
親
の
次
右

　
　
　
縁
釘
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
－
　
　
（
三
六
三
）



　
　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
三
六
四
）

衛
門
方
へ
お
下
げ
い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て
同
女
の
身
分
に
つ
い
て
は
一
切
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
．
と
い
う
内
容
に
な
つ
て
い
る
。

　
さ
い
ご
の
第
五
の
も
の
は
、
す
べ
て
の
手
続
が
完
了
し
始
末
が
つ
い
た
こ
と
の
報
告
書
で
あ
る
。

　
以
上
を
通
観
し
て
、
村
側
な
い
し
関
係
当
事
者
側
か
ら
み
た
事
件
の
経
過
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
も
「
少
々
趣
意
金
差
出
し
」
た
事

例
が
あ
り
、
こ
の
現
代
の
慰
籍
料
に
相
当
す
る
「
趣
意
金
」
は
、
離
縁
事
件
に
つ
い
て
か
な
り
一
般
的
な
慣
行
に
ま
で
な
つ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
幼
児
一
人
を
妻
方
が
引
取
る
条
件
で
示
談
に
な
つ
て
い
る
の
が
、
注
意
を
ひ
く
。
一
般
に
離
縁
と
子
供
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期

に
は
、
何
と
な
く
男
子
は
夫
方
へ
、
女
子
は
妻
方
へ
引
取
る
と
い
う
習
慣
が
ひ
ろ
く
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
「
律
令
要
略
」
に
も
そ
の
趣
旨
が
現
わ

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
奉
行
所
で
審
理
さ
れ
る
と
き
に
も
常
に
そ
う
扱
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
や
や
疑
問
で
あ
る
。

　
「
公
裁
録
」
巻
之
六
吟
味
物
取
捌
方
の
事
第
一
〇
条
に
よ
れ
ば
、
「
女
房
離
縁
い
た
し
候
節
、
男
子
は
男
江
付
女
子
は
妻
江
付
旨
申
儀
、
世
上
に

而
何
と
な
く
申
習
候
得
共
、
奉
行
所
に
右
之
定
等
は
無
之
、
出
入
お
よ
び
候
節
は
、
男
子
に
而
も
女
子
に
而
も
、
夫
方
江
引
取
可
申
趣
を
以
取
計

候
、
然
共
相
対
之
上
男
は
夫
女
は
妻
之
方
江
引
請
候
旨
、
熟
談
い
た
し
候
上
は
任
其
意
候
、
右
は
先
年
三
浦
伊
勢
守
汐
町
奉
行
に
問
合
挨
拶
に
有

之
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
だ
い
た
い
天
明
・
寛
政
の
頃
の
も
の
ら
し
い
が
、
夫
が
引
取
る
の
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
世
上
の
一
般
的

慣
習
を
考
え
て
、
相
対
熟
談
に
よ
る
解
決
を
み
と
め
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
乳
呑
子
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
妻
が
一
方
的
に
子
供
を
引
取
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
と
ら

の
事
件
で
、
子
供
を
引
取
る
こ
と
が
と
く
に
離
縁
を
承
知
す
る
条
件
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
さ
き
の
　
「
趣
意
金
」
を
差
出
す
の
と
同
じ

く
、
離
縁
1
と
く
に
内
済
に
す
る
た
め
に
は
、
夫
方
の
顔
を
立
て
、
夫
方
の
出
し
た
条
件
を
の
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
妻
方
の
不
利
な

立
場
を
、
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
．
し
よ
せ
ん
、
縁
切
寺
に
駈
入
ξ
に
せ
よ
、
女
の
立
場
に
は
不
利
な
要
素
が
つ
き
ま
と
つ
て
い
た
と
い
つ
て

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。



（
4
）
　
群
馬
県
松
井
田
在
住
の
関
根
平
蔵
民
宅
の
所
蔵
に
か
か
る
。

　
て
い
る
。

（
5
）
　
石
井
・
『
江
戸
の
離
婚
』
二
六
頁
参
照
。

同
家
は
、
当
時
の
名
主
宅
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
旧
家
で
、
現
在
も
、
通
称
「
お
東
さ
ま
」
と
よ
ば
れ

　
二
六
　
安
中
藩
の
役
所
に
提
出
し
た
文
書
の
写
し
が
、
も
う
一
組
あ
る
。
天
保
三
年
（
『
一
八
…
二
年
）
の
同
じ
く
五
料
村
百
姓
・
嘉
右
衛
門
姉

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

む
つ
の
一
件
書
類
で
、
こ
れ
は
交
渉
の
結
果
、
再
縁
1
つ
ま
り
も
と
の
さ
や
へ
戻
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
雛
縁
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
内
済
示
談
の
一
事
例
と
し
て
参
考
に
な
る
の
で
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
ケ
奉
申
上
候

　
一
、
当
村
御
百
姓
嘉
右
衛
門
妹
む
つ
義
拾
ヶ
年
巳
以
前
酉
年
下
曽
根
小
十
郎
様
御
知
行
所
上
磯
部
村
松
之
助
妻
二
縁
組
差
遣
し
申
候
処
心
得
違
之
筋
有
之
候
二
付

家
内
納
方
不
宜
去
卯
年
秋
中
聾
松
之
助
義
む
つ
召
連
弟
嘉
右
衛
門
方
江
罷
越
申
聞
候
儀
者
□
之
内
預
り
異
見
差
加
へ
返
し
呉
候
様
一
向
相
頼
候
二
付
任
其
意
二
む

　
っ
義
嘉
右
衛
門
方
江
預
り
是
迄
再
縁
之
異
見
種
≧
差
加
へ
候
処
其
儀
不
承
知
二
御
座
候
哉
当
月
六
日
不
斗
嘉
右
衛
門
方
罷
出
候
二
付
所
≧
相
尋
候
処
上
磯
部
村
隣

　
村
後
ケ
村
志
免
吉
与
申
者
方
江
参
り
候
由
承
り
候
間
早
≧
志
免
吉
方
江
罷
越
種
≧
相
掛
合
む
つ
義
□
与
預
ケ
置
聾
松
之
助
兄
和
太
五
郎
与
申
者
方
江
右
之
趣
為
相

知
当
時
談
中
二
御
座
候
処
別
紙
写
書
奉
差
上
候
通
徳
川
満
徳
寺
汐
差
紙
至
来
二
付
組
頭
小
一
左
衛
門
右
之
者
召
連
罷
出
度
奉
存
候
此
段
乍
恐
以
書
付
御
届
ヶ
奉
申

　
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村

　
　
天
保
三
年
辰
壬
　
　
　
　
粗
頭
小
一
左
衛
門

十
一
月

”　　β’　’’　’’　”

嘉
右
衛
門

安
之
亟

九
右
衛
門

源
兵
衛

惣
兵
衛

猪
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
平
兵
衛

縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

（
三
六
五
）

五
五



　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
三
六
六
）

　
　
安
中
御
役
所
様
　
　
　
〃
　
金
左
衛
門

　
　
　
　
乍
恐
書
付
以
奉
申
上
候

一
、
当
村
百
姓
嘉
右
衛
門
姉
む
つ
義
徳
川
満
徳
寺
江
為
離
縁
駈
入
仕
候
二
付
御
差
紙
至
来
仕
候
処
当
十
五
日
御
届
ケ
申
上
当
人
組
膏
召
連
罷
出
候
処
御
糺
有
之
被

仰
聞
候
義
ハ
む
つ
離
縁
之
義
願
候
得
共
不
義
之
様
子
承
知
玖
候
得
者
早
速
離
縁
二
相
成
不
申
候
傍
而
寺
法
之
通
り
親
元
江
願
下
帰
村
仕
共
上
磯
部
村
後
ヶ
村
江
立

帰
り
承
口
U
付
候
様
可
政
旨
被
仰
聞
候
二
付
私
共
当
惑
仕
申
上
候
義
ハ
む
つ
義
．
ハ
拾
ケ
年
以
前
磯
部
村
松
之
助
妻
差
遣
候
処
家
内
納
方
不
宜
候
二
付
去
秋
中
被
預

ケ
候
処
当
月
六
日
風
与
罷
出
候
二
付
所
≧
尋
候
得
共
相
知
不
申
心
当
□
之
候
二
付
磯
部
村
続
後
ケ
村
志
免
吉
方
江
相
尋
候
処
此
人
方
二
隠
置
候
ヲ
見
付
意
見
仕
候

得
共
当
人
不
申
同
村
松
五
郎
与
申
者
立
合
此
人
差
添
人
二
仕
無
拠
志
免
吉
方
江
預
ヶ
置
罷
帰
り
候
処
其
人
方
♂
駈
入
仕
候
得
ハ
当
む
つ
村
方
江
引
取
政
置
候
間
何

卒
御
勘
弁
以
後
ケ
村
志
免
吉
磯
部
村
松
之
助
右
両
之
者
共
江
御
差
紙
ヲ
以
御
呼
被
下
直
≧
糺
之
上
事
相
歩
候
様
御
願
申
上
候
処
直
二
御
聞
済
被
下
早
速
御
召
被
下

候
処
当
人
志
免
吉
義
風
与
出
行
衛
相
知
不
申
候
．
一
付
志
免
吉
為
代
兄
粂
七
与
申
老
差
添
組
頭
三
□
両
人
罷
出
段
≧
及
掛
合
二
候
得
共
一
向
事
相
歩
リ
不
申
返
≧
申

訳
無
之
日
延
願
仕
度
候
二
而
先
方
□
願
廿
一
日
汐
晦
目
迄
十
日
之
御
日
延
二
相
成
依
而
志
免
吉
義
兄
粂
七
引
請
帰
対
次
第
尋
出
し
磯
部
村
五
料
村
江
急
度
趣
意
相

立
候
様
可
仕
候
与
申
書
面
取
置
帰
村
願
仕
帰
村
被
仰
付
候
二
付
是
迄
之
始
末
乍
恐
書
付
以
奉
申
上
候
以
上

　
天
保
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村

　
　
辰
十
一
月
廿
五
日
　
　
　
　
名
主
小
一
左
衛
門
㊥

　
　
　
安
中
御
役
所
様

　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候

一
、
，
当
村
御
百
姓
嘉
右
衛
門
姉
む
つ
儀
徳
川
満
徳
寺
江
為
離
縁
駈
入
仕
候
二
付
御
差
紙
至
来
仕
先
月
十
五
日
御
届
申
上
、
罷
出
候
処
同
廿
六
日
始
末
御
届
申
上
候
涌

後
ケ
村
志
免
吉
方
汐
磯
部
村
夫
松
之
助
方
江
内
済
平
段
仕
其
上
む
つ
儀
異
見
仕
再
縁
為
政
度
候
趣
意
二
而
示
談
相
調
候
二
付
当
村
嘉
右
衛
門
方
江
茂
右
志
免
吉
方

’
不
行
届
儀
段
妻
詫
入
候
付
承
知
仕
候
処
右
む
つ
儀
願
下
ヶ
仕
度
候
間
徳
川
表
江
罷
出
願
下
ケ
政
呉
候
様
相
願
候
付
当
人
召
連
緯
頭
小
一
左
衛
門
今
十
四
日
罷
出

度
奉
存
候
追
而
帰
村
右
始
末
委
玖
可
奉
申
上
候
依
之
此
段
乍
恐
書
付
ヲ
以
御
届
奉
申
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村

　
　
天
保
三
年
辰
　
　
　
　
　
粗
頭
小
一
左
衛
門

　
　
　
　
　
十
二
月
　
　
　
　
”
　
嘉
右
衛
門
㊥
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安
之
亟
㊥

九
左
衛
門
㊥

源
兵
衛
㊥

惣
兵
衛
㊥

猪
左
衛
門
㊥

名
主
平
兵
衛
㊥

”
　
金
左
衛
門
㊥

安
中
御
役
所
様

　
　
　
　
　
差
出
申
一
札
之
事

一
．
五
料
村
嘉
右
衛
門
姉
む
つ
儀
為
離
縁
願
与
御
当
山
江
駈
入
二
付
嘉
右
衛
門
御
呼
出
二
相
成
御
糺
御
座
候
処
後
ケ
村
志
免
吉
与
申
者
取
斗
ヲ
以
為
駈
入
候
儀
与

申
立
候
二
付
同
人
並
む
つ
夫
上
磯
部
村
松
之
助
様
呼
出
相
成
候
処
志
免
吉
行
衛
相
知
不
申
候
二
付
同
人
組
合
村
役
人
再
応
日
延
仕
漸
尋
出
し
下
磯
部
村
平
左
衛
門

扱
二
立
入
双
方
並
松
之
助
方
承
合
行
違
之
訳
合
夫
≧
相
分
り
再
縁
政
候
筈
二
而
一
同
申
分
無
御
座
候
熟
談
内
済
仕
偏
二
御
威
光
与
難
有
仕
合
二
奉
存
候
む
っ
儀
ハ

嘉
右
衛
門
江
御
引
渡
二
相
成
惜
二
引
取
申
候
此
末
如
何
様
之
違
変
出
来
候
共
少
し
茂
御
苦
難
奉
掛
間
鋪
候
依
而
連
印
証
文
差
上
申
処
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
安
中
領
分
五
料
村

　
天
保
三
年
　
　
　
　
　
　
む
つ
弟
嘉
右
衛
門
㊥

　
　
辰
十
二
月
十
七
日
　
　
組
頭
百
姓
小
一
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
下
曽
根
金
三
良
知
行
所
上
磯
部
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顛
繋
太
五
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
八
十
郎
知
行
所
後
ケ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺
人
志
免
吉
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
伝
兵
衛
㊥

　
　
　
縁
、
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
三
六
七
）



　
　
縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
三
六
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
浜
次
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
人
難
幸
吉
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
丑
松
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
磯
部
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扱
人
平
左
衛
門
㊥

　
　
　
満
徳
寺

　
　
　
　
御
役
人
中
様

　
前
書
之
通
写
奉
差
上
候
以
上

　
　
　
辰
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
五
料
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
小
一
左
衛
門

　
　
安
中
御
役
所
様

　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候

一
、
当
村
御
百
姓
嘉
右
衛
門
姉
む
つ
徳
川
満
徳
寺
江
為
離
縁
願
駈
入
仕
候
処
当
十
四
日
御
届
奉
申
上
候
間
扱
人
下
磯
部
村
平
左
衛
門
並
上
磯
部
村
和
太
五
郎
後
ケ

村
役
人
幸
吉
丑
松
同
道
二
而
徳
川
表
江
罷
出
む
つ
二
再
縁
之
儀
異
見
差
加
へ
候
処
屈
伏
仕
依
之
右
三
ケ
村
汐
御
請
書
差
出
願
下
ケ
仕
候
処
親
元
嘉
右
衛
門
方
江
む

つ
御
渡
被
成
下
候
二
付
昨
廿
日
帰
村
仕
上
磯
部
村
松
之
助
方
江
む
つ
引
渡
申
候
二
付
右
一
件
内
済
仕
候
間
御
請
書
写
相
添
始
末
乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候
以
上

　
　
天
保
三
年
　
　
　
　
五
料
村

　
　
　
辰
十
二
月
　
　
　
　
　
組
頭
小
一
左
衛
門
㊥

　
　
　
安
中
御
役
所
様

　
以
上
の
と
お
り
、
こ
の
一
件
書
類
は
五
通
の
文
書
か
ら
成
つ
て
い
る
が
、

事
情
を
記
し
薄
伺
女
が
満
徳
寺
へ
駈
入
つ
た
と
み
え
て
、
寺
方
よ
り
差
紙

第
一
の
も
の
は
、
百
姓
嘉
右
衛
門
の
姉
む
つ
と
い
う
女
に
つ
い
て
の

（
呼
出
状
）
が
来
た
の
で
、
組
頭
等
の
関
係
当
事
者
で
寺
へ
出
頭
す
る



と
い
う
届
書
に
な
つ
て
い
る
。

　
こ
の
む
つ
に
つ
い
て
は
、
心
得
違
い
の
筋
が
あ
つ
て
と
い
う
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
、
第
二
の
文
書
に
お
い
て
は
、
満
徳
寺
恭
鳳

女
の
離
縁
を
み
と
め
な
い
態
度
を
示
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
む
つ
に
入
寺
を
す
す
め
た
ら
し
い
志
免
吉
と
い
う
人
物
も
現
わ
れ
て
、
交
渉
が

難
渋
し
て
い
る
が
、
一
応
帰
村
し
た
と
い
5
事
情
を
述
べ
て
、
届
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
も
の
は
、
け
つ
き
よ
く
、
む
つ
が
折
れ
て
元
の
夫
方
へ
戻
る
と
い
う
示
談
が
調
い
、
志
免
吉
も
詫
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
始
末
が
つ
い

た
か
ら
、
願
い
下
げ
の
た
め
、
も
う
一
度
満
徳
寺
へ
出
頭
す
る
、
と
い
デ
内
容
で
あ
る
。

　
第
四
の
も
の
は
、
寺
方
へ
差
出
し
た
一
種
の
「
済
口
証
文
」
の
写
し
で
あ
る
が
、
寺
の
御
威
光
で
事
件
が
解
決
し
た
と
述
べ
、
さ
い
ご
に
こ
の

上
の
迷
惑
は
お
か
け
し
な
い
と
結
ぶ
書
き
方
は
、
前
出
の
他
分
「
済
口
証
文
」
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
に
な
つ
て
い
る
。

　
第
五
の
も
の
は
、
一
切
の
始
末
が
完
了
し
、
む
つ
は
夫
方
へ
引
渡
し
た
、
と
い
う
報
告
書
で
、
結
果
的
に
は
再
縁
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り

内
済
に
な
つ
た
と
い
う
書
き
方
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
件
書
類
で
み
る
と
、
女
が
離
縁
を
求
め
て
満
徳
寺
へ
駈
入
つ
て
も
、
取
調
べ
の
上
、
そ
の
事
情
に
よ
つ
て
は
、
寺
方
で
離
縁
を

み
と
め
な
い
処
置
を
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
解
る
。
惜
し
い
こ
と
に
、
離
縁
を
望
ん
で
満
徳
寺
へ
駈
入
つ
た
同
女
の
動
機
や
主
張
が
明
ら
か
で

な
く
、
ま
た
志
免
吉
な
る
人
物
と
の
関
係
も
出
て
き
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
夫
方
に
は
ど
う
も
離
縁
の
責
任
原
因
が
な
か
つ
た
よ
う
で
、
最
終
的

に
は
、
む
つ
が
再
縁
を
承
知
し
て
元
へ
戻
る
よ
り
仕
方
が
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
6
）
　
こ
の
一
件
書
類
も
、
前
出
と
ら
一
件
書
類
と
同
じ
く
、
松
井
田
・
関
根
氏
宅
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

縁
切
寺
と
し
て
の
上
辮
構
徳
寺

五
九

（
一
二
山
ハ
九
）



縁
切
寺
と
し
て
の
上
州
満
徳
寺

六
〇

バ
三
七
〇
）

五
　
結

語

　
二
七
　
以
上
で
、
ひ
と
ま
ず
内
済
示
談
の
事
例
を
中
心
と
し
た
満
徳
寺
の
考
察
を
終
る
。
も
と
よ
り
、
満
徳
寺
関
係
の
資
料
は
、
右
に
掲
げ
た

も
の
の
ほ
か
に
も
、
ま
だ
か
な
り
大
量
の
も
の
が
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
内
済
示
談
の
事
例
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

縁
切
寺
と
し
て
の
満
徳
寺
の
主
た
る
機
能
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
允
と
想
わ
れ
る
し
、
ま
た
既
に
予
定
の
紙
数
を
だ
い
ぶ
超
え
て
し
ま
つ
て
い
る

の
で
、
す
べ
て
の
資
料
を
紹
介
・
検
討
す
る
の
は
、
他
日
の
機
会
を
ま
つ
こ
と
と
す
る
．

　
要
す
る
に
、
満
徳
寺
が
、
東
慶
寺
と
同
じ
よ
う
に
縁
切
寺
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
な
が
ら
、
そ
の
事
件
の
扱
い
方
や
手
続
の
運
び
方
な

ど
ー
い
い
か
え
れ
ば
機
能
の
現
わ
れ
方
1
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
差
異
も
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
両
寺
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
既
に
穂
積
博
士
や
五
十
嵐
氏
の
研
究
に
も
要
領
よ
く
出
て
い
る
し
、
私
自
身
も
本
稿
の
各
所
で
言
及
し
て
お
い
た

か
ら
、
こ
こ
で
ま
た
再
説
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
い
ず
れ
手
持
ち
の
全
資
料
の
整
理
が
出
来
し
だ
い
、
全
面
的
な
再
検
討
を
試
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

あ
　
と
　
が
　
き

　
さ
い
ご
に
、
若
干
の
私
事
を
書
き
加
え
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
．

　
大
学
時
代
の
私
は
．
民
法
総
論
を
は
じ
め
と
し
て
、
親
族
法
・
相
続
法
に
い
た
る
ま
で
、
民
法
の
大
部
分
を
、
小
池
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
。

当
時
の
戦
争
中
の
緊
迫
し
た
空
気
と
併
せ
て
、
そ
の
朗
々
た
る
名
調
子
の
講
義
は
、
今
も
な
お
私
の
耳
に
印
象
ふ
か
く
残
つ
て
い
る
。

　
小
池
先
生
の
講
義
に
は
、
す
べ
て
先
生
の
書
か
れ
た
教
科
書
を
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
関
係
で
、
私
の
民
法
学
の
勉
強
は
、
ま
ず
先
生
の
教
科

書
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
ば
ら
く
司
法
試
験
の
受
験
勉
強
も
志
し
た
の
で
、
当
時
の
代
表
的
な
参
考
書
－
我
妻
・
末
川
・
石



田
等
諸
先
学
の
著
書
も
読
ん
だ
が
．
ど
ん
な
と
き
で
も
、
小
池
先
生
の
本
が
私
の
机
上
に
な
い
こ
と
は
な
か
つ
た
。

　
先
生
の
本
は
、
初
め
て
読
ん
だ
と
き
の
第
一
印
象
か
ら
し
て
、
何
と
な
く
ゴ
ッ
ゴ
ツ
し
た
と
い
う
か
1
率
直
な
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も
流
麗
と

は
い
い
か
ね
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
独
特
の
文
体
か
ら
、
学
者
と
し
て
の
先
生
は
案
外
に
気
む
ず
か
し
い
一
面
を
お
持
ち
ら
し
い

と
、
私
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
先
生
が
、
学
界
の
通
説
や
判
例
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
け
つ
し
て
こ
れ
を
無
批
判
に
肯
定
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
さ
ら

ず
、
む
し
ろ
私
な
ど
に
は
、
あ
ま
り
に
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
異
説
を
立
て
ら
れ
る
の
も
、
あ
る
い
は
そ
の
気
む
ず
か
し
さ

の
現
わ
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
人
情
味
ゆ
た
か
で
義
理
固
い
先
生
も
、
こ
と
学
問
上
の
間
題
と
な
る
と
、
批
判
す
べ
き
と
こ
ろ
は
十
分
に
批
判
さ
れ
、
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ

に
は
、
い
く
ら
で
も
疑
問
を
表
明
さ
れ
る
ー
そ
の
真
摯
な
研
究
態
度
か
ら
、
私
は
、
学
問
の
世
界
の
ひ
ろ
さ
、
き
び
し
さ
を
学
ん
だ
の
で
あ
つ

た
。　

と
こ
ろ
で
、
今
泉
先
生
か
ら
は
、
意
外
に
も
、
　
一
度
も
教
室
で
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
法
律
鑑
定
部
に
入
つ
て
い
た
私

は
、
時
折
お
見
え
に
な
る
先
生
か
ら
、
主
と
し
て
演
習
や
法
律
相
談
を
通
じ
て
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
ぎ
た
。
た
ま
た
ま
フ
ッ
サ
ー
ル
を

読
ん
で
い
た
私
は
、
先
生
が
「
法
学
研
究
」
に
書
か
れ
た
一
連
の
現
象
学
的
研
究
を
探
し
出
し
て
、
よ
く
解
ら
な
い
ま
ま
、
新
し
い
魅
力
を
感
じ

た
こ
と
も
あ
つ
た
。

　
屈
託
の
な
い
お
人
柄
の
な
か
に
、
思
い
も
か
け
ず
凝
り
性
の
一
面
を
持
た
れ
る
今
泉
先
生
ば
、
情
誼
を
重
ん
じ
て
、
し
か
も
情
に
流
さ
れ
な
い

中
正
さ
を
身
に
つ
け
て
お
ら
れ
る
。
私
が
学
生
だ
つ
た
こ
ろ
、
先
生
は
学
生
課
の
仕
事
を
な
さ
つ
て
お
ら
れ
て
、
当
時
ク
ラ
ス
委
員
を
つ
と
め
て

い
た
私
は
、
勤
労
動
員
そ
の
他
で
何
回
も
特
別
な
お
世
話
に
な
つ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
が
、
困
つ
た
と
ぎ
に
先
生
の
お
知
恵
を
拝
借
す
る
習

慣
は
、
ど
う
や
ら
そ
の
頃
か
ら
で
き
て
し
ま
つ
た
も
の
ら
し
い
。

　
ヒ
の
よ
う
に
、
学
問
と
人
生
に
つ
い
て
、
は
か
り
し
れ
な
い
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
小
池
博
今
泉
両
先
生
に
対
し
て
、
こ
こ
に
、
未
熟
な
も
め

　
　
　
縁
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で
は
あ
る
が
、
本
稿
を
捧
呈
し
て
、
心
か
ら
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
論
文
名
が
「
縁
切
寺
…
…
」
と
は
、
何
と
も
語
呂
合
せ
が
わ

る
く
て
気
が
ひ
け
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
ぞ
ご
縁
が
切
れ
な
い
で
、
今
後
と
も
変
り
な
い
ご
教
導
・
ご
啓
発
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
と
念
じ
て
い

る
。

筆
を
お
く
に
あ
た
り
、
改
め
て
積
年
の
学
恩
を
感
謝
し
、
両
先
生
の
ご
健
康
を
お
祈
り
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。
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